
ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：未来の山梨で実現したらいいなと思うことは何ですか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
1月31日（火）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

「フルーツハーブティー3個セット」抽選で10名の方に！
美味しい甲斐

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：アミナチュール
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FUJIYAMAツインテラス（笛吹市）から
自分たちの住む町を見つめる富士河口
湖町立大石小学校の児童。その目には
輝かしい山梨の未来の姿が映っている。

【巻頭】豊かさ実感プロジェクト
さまざまな人々が集い、豊かさを実感できる「やまなし未来予想図」
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県民一人ひとりが豊かさを実感できる山梨
　「県民一人ひとりが豊かさを実感できる山梨」を合言葉に、コロナ禍にあっても山梨を一歩でも前に進めようとさまざまな分野で
種をまいてきました。すでに大きな成果が上がっているものも多くあります。

やまなし未来予想図やまなし未来予想図
～豊かさ実感プロジェクト～

F U T U R E  F O R E C A S T  O F  Y A M A N A S H I

他にもさまざまなプロジェクトを展開中!
もっと知りたい方は、過去の「ふれあい」や「やまなし in depth」をチェック!

ふれあい やまなし in depth

未来予想図の実現に向けた
プロジェクトから7つを紹介

県内で新たに実証実験を
行った企業数

先端技術

21社
令和4年12月1日現在

TRY!YAMANASHI!実証実験サポート事業実績

令和4年までの主な実績

米倉山で製造した
グリーン水素利用
事業者数

水素

6社
Ｐ２Ｇシステムの
導入決定事業者数 4社

新型コロナ関連の
経営破たん率0.035%

全国最小
令和4年7月時点

東京商工リサーチ調べ

人口10万人あたりの
感染者数（累計）が
少ない都道府県

全国10位
令和4年10月1日現在
（厚生省、総務省
公表データに基づく）

新型コロナ

令和4年12月末時点 山梨県調べ

都道府県別
中学校修学旅行先
ランキング

観光

全国2位
令和2年度実績 日本修学旅行協会調べ

　子どもは時期を問わずに希望する保育所に入ることができ、少人
数学級で手厚い教育が受けられるようになります。高齢者は希望す
ればいつでも介護施設に入所でき、安心して生活できるようになって
います。働き盛り世代は子育てや介護の不安を抱えずに働くことが
できます。
　そして、年齢・性別・国籍・障害の有無にかかわらず、あらゆる人が
尊重され存分に活躍できる環境が整います。多様な価値観を持った
人 が々知恵を出し合い山梨県の価値を高め、世界へ広げていく。生
み出された価値は県民の皆さんにしっかり還元される。
　こうした社会が実現されることで、本県は訪れる人や住む人が増
え、企業が増え、多彩な人材を輩出し世界をつくっていく。そうして多く
の人から求められる地となり、さらに人が増える。未来の山梨は好循
環によって飛躍的な発展を遂げることになります。
　これまで体感したことのない山梨が将来訪れる。そんなわくわくする
未来に向けたプロジェクトを紹介します。

　ここ山梨では、希望の芽が着実に育っています。今進めている取
り組みが実を結んだとき、どのような未来が実現するでしょうか。
　リニア中央新幹線や高速道路をはじめとした交通インフラが整備
され、大都市や港、空港にぐっと近づき、人や物の流れが活発になり
ます。
　A I（人工知能）やドローンなど、国内の最先端技術が医療、農業、
介護、物流といったさまざまな分野と連携。実証実験が県内各地で
行われ、生活に実装されることで地域の課題は次々に解消されます。
水素・燃料電池技術など山梨発のテクノロジーが世界を席巻し、国
内外に山梨の名が知れ渡ります。企業は新たな分野に果敢に挑戦
し安定して成長。働き手も豊かになります。
　モモやブドウ、富士の介といった魅力あふれる農畜水産物と、そこ
から生み出される料理。アウトドアサウナや自転車、温泉、文化芸術
などの観光資源。山梨の地域資源全てがさらに上質なものに磨き上
げられ、山梨は多くの人から選ばれる地になっています。

さまざまな人々が集い、豊かさを実感できる「やまなし未来予想図」

山梨のあらゆる可能性を開花させ、豊かさが循環する社会へ

　いかなる条件にも左右されることなく、個性や能力を発揮で
きる環境を用意することで、可能性を最大化させます。全ての
人の可能性を育み、一人一人が不安や恐れなく伸びやかに
活躍できる社会。変化の激しい今の時代、性別・年齢・国籍・
障害の有無にかかわらず、あらゆる人が尊重され、活躍できる
社会の基盤づくりのため、少人数教育や多文化共生、男女
共同参画、子育てしやすさ日本一、介護待機者ゼロなどに取
り組みます。

　地域資源や既存産業をより効果的に活用し、その価値を
高め続ける地域を実現します。これによる収益は県民の皆
さんの暮らしの向上につながります。

高付加価値化

　県民の皆さんがここ山梨で安心して生活できるよう「感染
症」「自然災害」「事故犯罪」のリスクに対する備えを万全に
し、生活の不安を取り除きます。

強靱化 基礎条件の充実

　令和5年も新たな価値を生み出すプロジェクトに挑戦していきます。強靱化、高付加価値化、基礎条件の充実の3つのKを
キーワードに、山梨の可能性を最大化させ地域の価値を格段に高めます。そして生み出された価値を全ての県民が分かち合う
「豊かさ共創社会」の実現に向けて、今後も歩み続けます。

きょうじん

収益増加と賃金アップの好循環を生み出す

豊かさ共創社会の実現 P4

やまなしモデルP2Gシステムで脱炭素社会をリード
究極のクリーンエネルギーを山梨から世界へ P6

県内経済が安定して成長する好循環を生み出す

産業の高付加価値化で将来の展望を P8

ブランドイメージの向上で国内外から選ばれ続ける

「ハイクオリティやまなし」を
合言葉に地域資源をプロモーション P10

交通網を互いに結びつけ相乗効果を生み出す

交通ネットワークの確立 P12

全ての子どもの夢を実現する

子どもの未来を育む県 P14

高齢者の生活と若い世代の活躍を支える

介護待機者ゼロ P16

転入者数の前年増加率
13.2%

移住

令和3年 総務省住民基本台帳人口移動報告

健康寿命
男女とも

福祉

全国2位全国 1位
令和3年 厚労省発表

（令和元年調査結果に基づく）

医療機器分野
進出企業数

医療機器

136社
支援した企業の
生産額の伸び
令和4年3月末現在 山梨県調べ

約100億円
令和4年9月末現在 山梨県調べ

農業

令和3年実績 山梨県調べ

平成
30年比

2倍 果実生産額
686.1億円
果実輸出額
17.6億円

過去最高

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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企業

【働き手】▶スキル・賃金アップ
【企   業】▶生産性向上・収益増
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が
で
き
た

ら
、
誰
も
が
う
ら
や
む
魅
力
的
な
地
に
な

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
賃
金
が
上
が
る
と

働
き
手
の
収
入
が
増
え
、
生
活
に
ゆ
と
り

が
生
ま
れ
ま
す
。
安
心
し
て
家
庭
を
築
い

た
り
、子
ど
も
を
産
み
育
て
た
り
す
る
「
将

来
へ
の
確
か
な
希
望
」
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
賃
金
の
上

昇
は
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
さ
実
感
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
急
激
な
技
術
革
新
や

人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ

り
、
本
県
経
済
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て

い
ま
す
。
企
業
は
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
成
長
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
切
り
札
は
そ
の
担

い
手
と
な
る
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。

　
社
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
企
業
が

投
資
を
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
産
性
が
向

上
し
企
業
の
収
益
が
上
が
り
ま
す
。
上
が
っ

た
収
益
は
賃
金
と
し
て
還
元
さ
れ
、
社
員
の

収
入
が
増
え
ま
す
。
県
で
は
こ
れ
を
「
豊
か

さ
共
創
の
好
循
環
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
企
業
は
絶
え
ず

変
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
、
強
く
し

な
や
か
な
体
質
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
事
業
展
開
な
ど
に

積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
企

業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
企
業
も
社
員
も
豊
か
に
、
そ
し
て
幸

せ
に
な
れ
る
。
山
梨
県
が
目
指
す
の
は
こ

の
よ
う
な
社
会
で
す
。

「
人
材
育
成
に
か
け
る
お
金
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
」
と
回
答
し
た
企
業
が
85
％
に

上
る
一
方
で
、
実
際
に
人
材
育
成
を
支
援

し
て
い
る
企
業
は
6
％
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
人
的
、
時
間
的
、
金
銭
的
余
裕
が
な

い
た
め
一
歩
踏
み
出
せ
て
い
な
い
企
業
が

多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
「
県
内
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
相

談
や
講
座
情
報
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
イ
ト
が
あ
る

と
良
い
」
と
い
っ
た
期
待
の
声
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
企
業
や
働
き
手
の
負
担
を
抑

え
つ
つ
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
自
分
が
求

め
る
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
県

は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
盤
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
盤
で
は
、
教
育
機
関
や
企
業
と

共
に
A
I
や
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
は
じ
め
、
生

産
性
向
上
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
用
意
し
ま
す
。
講
座
情
報
は
専
用
サ
イ

ト
に
集
約
。「
会
社
の
成
長
に
は
ど
ん
な

ス
キ
ル
が
必
要
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
専

門
家
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
企
業
や
働

き
手
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
ら
賃
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
好
循
環
を
理
解
し
「
お
互
い

　
県
で
は
、働
く
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
企
業
の
収
益
を
増
や
し
、賃
金
ア
ッ
プ
を
も

た
ら
す「
豊
か
さ
共
創
の
好
循
環
」が
、山
梨
の
地
で
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、全
て
の
県
民
が
共
に
価
値
や
豊
か
さ
を
育
み
分
か

ち
合
え
る「
豊
か
さ
共
創
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
さ
共
創
社
会
の
実
現

〜
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
企
業
と
働
き
手
が

　共
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
へ
〜

将
来
へ
の
確
か
な
希
望

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
↓
賃
金
ア
ッ
プ

の
好
循
環

企
業
も
人
も
、成
長
す
る
山
梨

企
業
や
働
き
手
と
共
に
考
え
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
基
盤
を
整
備

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
経
営
者
の
皆
さ
ん
に

人
へ
の
投
資
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
昨
年
12
月
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
1
月
以
降
、
A
I
に
よ

る
業
務
改
善
や
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観

光
お
も
て
な
し
を
テ
ー
マ
に
6
回
程
度
の

短
期
モ
デ
ル
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
技
術
の
延

長
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
よ
う
な
予
測
の

難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大

き
な
波
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、
多
様

高
付
加
価
値
化

【出口】 修了証の交付

【入口】 専用サイト

■ 学びのマッチング相談  
■ 産学連携で磨き上げられた実践的な講座を提供

行 政

働く人

豊かさ共創の好循環

人への投資

スキルアップ・生産性向上
収益増

新たな価値創造
企業の成長

な
背
景
や
価
値
観
を
持
っ
た
人
々
が
共
に

認
め
合
い
、絶
え
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
変

革
）
を
起
こ
し
続
け
る
地
域
に
な
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

働
く
人
が
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

を
常
に
学
び
続
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　「
豊
か
さ
共
創
の
好
循
環
」
を
実
現
で

き
れ
ば
、
企
業
も
働
く
人
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
山
梨
県
は
今
後
も
全

て
の
働
き
手
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
企
業

も
人
も
成
長
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
豊
か
さ
共
創

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

支援

人への投資

豊かさ共創の好循環を生み出して、企業も働く人も豊かさを実感

受講者同士の
コミュニティ

賃金アップ

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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企業

【働き手】▶スキル・賃金アップ
【企   業】▶生産性向上・収益増

　
豊
か
さ
共
創
の
好
循
環
を
生
み
出
す
た

め
、
ま
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は
労
働
団
体
、
経
済
団
体
、
教

育
機
関
な
ど
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
す

る
「
豊
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さ
共
創
会
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」
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立
ち
上
げ
ま
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。
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、
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て
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整
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」「
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タ
ル
人
材
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。

　
ま
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、
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ア
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は
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。
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現
在
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で
、
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迷
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賃
金
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こ
う
し
た
中
、
も
し
山
梨
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の
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業
で
賃
金
が
上
が
る
仕
組
み
が
で
き
た

ら
、
誰
も
が
う
ら
や
む
魅
力
的
な
地
に
な

る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
賃
金
が
上
が
る
と

働
き
手
の
収
入
が
増
え
、
生
活
に
ゆ
と
り

が
生
ま
れ
ま
す
。
安
心
し
て
家
庭
を
築
い

た
り
、子
ど
も
を
産
み
育
て
た
り
す
る
「
将

来
へ
の
確
か
な
希
望
」
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
賃
金
の
上

昇
は
県
民
の
皆
さ
ん
の
豊
か
さ
実
感
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
急
激
な
技
術
革
新
や

人
口
減
少
に
伴
う
労
働
力
不
足
な
ど
に
よ

り
、
本
県
経
済
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て

い
ま
す
。
企
業
は
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
成
長
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
切
り
札
は
そ
の
担

い
手
と
な
る
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。

　
社
員
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
企
業
が

投
資
を
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
産
性
が
向

上
し
企
業
の
収
益
が
上
が
り
ま
す
。
上
が
っ

た
収
益
は
賃
金
と
し
て
還
元
さ
れ
、
社
員
の

収
入
が
増
え
ま
す
。
県
で
は
こ
れ
を
「
豊
か

さ
共
創
の
好
循
環
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
企
業
は
絶
え
ず

変
化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
、
強
く
し

な
や
か
な
体
質
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
事
業
展
開
な
ど
に

積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
企

業
価
値
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。
企
業
も
社
員
も
豊
か
に
、
そ
し
て
幸

せ
に
な
れ
る
。
山
梨
県
が
目
指
す
の
は
こ

の
よ
う
な
社
会
で
す
。

「
人
材
育
成
に
か
け
る
お
金
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
」
と
回
答
し
た
企
業
が
85
％
に

上
る
一
方
で
、
実
際
に
人
材
育
成
を
支
援

し
て
い
る
企
業
は
6
％
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
人
的
、
時
間
的
、
金
銭
的
余
裕
が
な

い
た
め
一
歩
踏
み
出
せ
て
い
な
い
企
業
が

多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
「
県
内
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
相

談
や
講
座
情
報
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
イ
ト
が
あ
る

と
良
い
」
と
い
っ
た
期
待
の
声
も
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
企
業
や
働
き
手
の
負
担
を
抑

え
つ
つ
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
自
分
が
求

め
る
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
県

は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
盤
の
整
備
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
盤
で
は
、
教
育
機
関
や
企
業
と

共
に
A
I
や
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
は
じ
め
、
生

産
性
向
上
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
用
意
し
ま
す
。
講
座
情
報
は
専
用
サ
イ

ト
に
集
約
。「
会
社
の
成
長
に
は
ど
ん
な

ス
キ
ル
が
必
要
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
専

門
家
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
設
置
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、
企
業
や
働

き
手
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
ら
賃
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
好
循
環
を
理
解
し
「
お
互
い

　
県
で
は
、働
く
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
企
業
の
収
益
を
増
や
し
、賃
金
ア
ッ
プ
を
も

た
ら
す「
豊
か
さ
共
創
の
好
循
環
」が
、山
梨
の
地
で
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、全
て
の
県
民
が
共
に
価
値
や
豊
か
さ
を
育
み
分
か

ち
合
え
る「
豊
か
さ
共
創
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

豊
か
さ
共
創
社
会
の
実
現

〜
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
企
業
と
働
き
手
が

　共
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
へ
〜

将
来
へ
の
確
か
な
希
望

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
↓
賃
金
ア
ッ
プ

の
好
循
環

企
業
も
人
も
、成
長
す
る
山
梨

企
業
や
働
き
手
と
共
に
考
え
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
基
盤
を
整
備

の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
経
営
者
の
皆
さ
ん
に

人
へ
の
投
資
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
昨
年
12
月
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
1
月
以
降
、
A
I
に
よ

る
業
務
改
善
や
経
営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
観

光
お
も
て
な
し
を
テ
ー
マ
に
6
回
程
度
の

短
期
モ
デ
ル
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
技
術
の
延

長
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
よ
う
な
予
測
の

難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
大

き
な
波
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
は
、
多
様

高
付
加
価
値
化

【出口】 修了証の交付

【入口】 専用サイト

■ 学びのマッチング相談  
■ 産学連携で磨き上げられた実践的な講座を提供

行 政

働く人

豊かさ共創の好循環

人への投資

スキルアップ・生産性向上
収益増

新たな価値創造
企業の成長

な
背
景
や
価
値
観
を
持
っ
た
人
々
が
共
に

認
め
合
い
、絶
え
ず
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
変

革
）
を
起
こ
し
続
け
る
地
域
に
な
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

働
く
人
が
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル

を
常
に
学
び
続
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　「
豊
か
さ
共
創
の
好
循
環
」
を
実
現
で

き
れ
ば
、
企
業
も
働
く
人
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。
山
梨
県
は
今
後
も
全

て
の
働
き
手
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
企
業

も
人
も
成
長
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
豊
か
さ
共
創

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

支援

人への投資

豊かさ共創の好循環を生み出して、企業も働く人も豊かさを実感

受講者同士の
コミュニティ

賃金アップ
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電
量
が
変
動
し
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

乱
す
た
め
、
主
力
電
源
化
が
困
難
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム

は
、
発
電
量
が
変
動
し
て
も
素
早
く
対
応

し
て
水
素
を
製
造
で
き
る
た
め
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
再
エ
ネ
の
安
定
電
力
は
そ
の
ま
ま
電

気
と
し
て
供
給
し
、
変
動
電
力
を
水
素
製

造
に
利
用
す
る
の
で
す
。
発
電
量
が
多
く

な
り
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
も
シ
ス
テ
ム

で
吸
収
で
き
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
再

エ
ネ
の
発
電
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
さ
に
再
エ
ネ
が
主
力
電
源
に
な
る

鍵
を
山
梨
が
握
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
将
来
、
水
素
技
術
を
確
立
し
た
山
梨
で

は
ど
の
よ
う
な
未
来
が
実
現
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
最
先
端
の
技
術
や
知
見
を
求
め
、
多
く

の
企
業
や
人
が
集
う
地
に
な
っ
て
い
る
か

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
装
置
を
連
結
す

る
こ
と
で
大
型
化
や
大
容
量
化
も
可
能
と

な
り
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
の
工
場
な
ど
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
が

あ
り
ま
す
。

　
世
界
最
先
端
技
術
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム

が
安
価
か
つ
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
導

入
で
き
る
と
い
う
優
位
性
は
他
の
追
随
を

許
さ
ず
、
将
来
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
が
水

素
技
術
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
の
は

決
し
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ

ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
、
県
内
外
企
業
へ
の

導
入
や
海
外
に
お
け
る
実
証
事
業
へ
の
採

用
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
発
電
時
に

Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
再
エ
ネ
の
割
合
を
増

や
し
、
主
力
電
源
と
し
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
再
エ
ネ
は
天
候
に
よ
っ
て
発

山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
な
ど
水
素

に
関
す
る
世
界
最
高
水
準
の
研
究
開
発
拠

点
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
機
械
電
子

産
業
の
企
業
が
多
く
あ
り
、
水
素
・
燃
料

電
池
関
連
の
製
品
に
求
め
ら
れ
る
精
密
な

加
工
や
高
精
度
の
品
質
に
十
分
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、
県
は
人
材

の
養
成
、
企
業
間
の
関
係
構
築
を
図
る
情

報
交
換
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
参
入
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
は
い
く
つ
か
の
方

式
が
あ
り
ま
す
。
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２

Ｇ
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
最
高
効
率
の
電
解

質
膜
を
用
い
た
「
固
体
高
分
子
形
」
の
装

置
を
採
用
。
小
型
で
シ
ン
プ
ル
な
構
成
が

特
徴
で
、
大
量
生
産
に
よ
る
低
価
格
化
が

世界最先端の技術者が交流する研究開発拠点とし
て米倉山に「次世代エネルギーシステム研究開発ビ
レッジ」を建設。日本を代表する燃料電池の研究・評
価機関FC-Cubicが東京お台場から移転予定

や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G
シ
ス
テ
ム
が
勝
ち
残
る
理
由

小型パッケージP2G

モジュール連結大規模P2G

装置を連結することで、
さまざまな容量のシステム構築が可能

米倉山電力貯蔵技術研究サイトのP2Gシステムで水素を製造している

エフシーキュービック

水素 電気

太陽光発電

変動する電力

安定的な電力

P2Gシステム

　
平
成
28
年
、
山
梨
県
は
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）

で
水
素
を
製
造
す
る
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
い
ち
早
く
着
手
し
ま
し
た
。
近
年

本
格
化
す
る
脱
炭
素
化
の
流
れ
に
先
行
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
、
県
内

に
水
素
関
連
施
設
が
集
積
。
シ
ス
テ
ム
の

実
用
化
に
向
け
て
大
き
く
歩
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
2
月
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
普
及
な

ど
を
加
速
す
る
た
め
、
民
間
企
業
と
共
に

株
式
会
社
や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
、
世

界
の
潮
流
を
後
押
し
に
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
普
及
を
進
め
、
多
く
の
地
域
が
脱
炭

素
化
と
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス

テ
ム
が
世
界
に
広
ま
り
、
山
梨
は
グ
リ
ー

ン
水
素
の
代
名
詞
と
な
る
こ
と
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
素
・
燃
料
電
池
関
連
分
野
は
２
０
５

０
年
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
内
の
企
業
が
こ
の

分
野
に
参
入
し
基
幹
産
業
と
な
る
こ
と

で
、
そ
の
成
長
を
本
県
経
済
の
原
動
力
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
内
に
は
、
山
梨
大
学
の
水
素
・
燃
料

電
池
ナ
ノ
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
や
水
素
供

給
利
用
技
術
協
会
の
水
素
技
術
セ
ン

タ
ー
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
県
米
倉

　
水
素
は
燃
や
し
て
も
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
こ
と
か
ら
、政
府
が
掲
げ
る「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
切
り
札
と
し
て
、幅
広
い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、全
国
に
先
駆
け
て
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス（
Ｐ
２
Ｇ
）シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
着
手
し
た
本
県
に
は
、最
先
端
の
技
術
や
知
見
を
求
め
て
多
く
の
研
究
機

関
が
集
ま
り
、日
夜
、新
た
な
挑
戦
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
、こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
を
世
界
へ
広
く
展
開
し
脱
炭

素
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
を
リ
ー
ド
！

究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

山
梨
か
ら
世
界
へ

高
付
加
価
値
化

やまなしモデルP2Gを
国内外へ普及

最先端技術などを求め
企業や人が集う

雇用拡大・所得向上
集合知形成

県民生活が豊かに

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
企
業
や

人
々
の
経
済
活
動
を
通
じ
て
、
ま
た
定
住

人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
山
梨

が
活
性
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
機
械
電
子
産
業
の
強
み
を
生
か

し
た
水
素
・
燃
料
電
池
関
連
産
業
へ
の
進

出
で
既
存
企
業
の
収
益
力
を
高
め
、
本
県

産
業
の
安
定
的
な
発
展
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
県
民
生
活
の
豊
か

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
山
梨
を
見
て
、

行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
、
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
い
っ
た
人
が
増
え
、
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

「
グ
リ
ー
ン
水
素
＝
山
梨
」が

世
界
の
共
通
認
識
に

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
の
鍵
を
握
る

基
幹
産
業
化
で
成
長
を
原
動
力
に

最
先
端
の
知
が
集
う
山
梨

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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電
量
が
変
動
し
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

乱
す
た
め
、
主
力
電
源
化
が
困
難
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム

は
、
発
電
量
が
変
動
し
て
も
素
早
く
対
応

し
て
水
素
を
製
造
で
き
る
た
め
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
再
エ
ネ
の
安
定
電
力
は
そ
の
ま
ま
電

気
と
し
て
供
給
し
、
変
動
電
力
を
水
素
製

造
に
利
用
す
る
の
で
す
。
発
電
量
が
多
く

な
り
変
動
が
大
き
く
な
っ
て
も
シ
ス
テ
ム

で
吸
収
で
き
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
再

エ
ネ
の
発
電
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
さ
に
再
エ
ネ
が
主
力
電
源
に
な
る

鍵
を
山
梨
が
握
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
将
来
、
水
素
技
術
を
確
立
し
た
山
梨
で

は
ど
の
よ
う
な
未
来
が
実
現
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　
最
先
端
の
技
術
や
知
見
を
求
め
、
多
く

の
企
業
や
人
が
集
う
地
に
な
っ
て
い
る
か

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
装
置
を
連
結
す

る
こ
と
で
大
型
化
や
大
容
量
化
も
可
能
と

な
り
、
小
規
模
か
ら
大
規
模
の
工
場
な
ど
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
が

あ
り
ま
す
。

　
世
界
最
先
端
技
術
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム

が
安
価
か
つ
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
導

入
で
き
る
と
い
う
優
位
性
は
他
の
追
随
を

許
さ
ず
、
将
来
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
が
水

素
技
術
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
な
る
の
は

決
し
て
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
す
で
に
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ

ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ
、
県
内
外
企
業
へ
の

導
入
や
海
外
に
お
け
る
実
証
事
業
へ
の
採

用
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
は
、
発
電
時
に

Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
再
エ
ネ
の
割
合
を
増

や
し
、
主
力
電
源
と
し
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
再
エ
ネ
は
天
候
に
よ
っ
て
発

山
電
力
貯
蔵
技
術
研
究
サ
イ
ト
な
ど
水
素

に
関
す
る
世
界
最
高
水
準
の
研
究
開
発
拠

点
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
高
度
な
技
術
を
持
っ
た
機
械
電
子

産
業
の
企
業
が
多
く
あ
り
、
水
素
・
燃
料

電
池
関
連
の
製
品
に
求
め
ら
れ
る
精
密
な

加
工
や
高
精
度
の
品
質
に
十
分
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、
県
は
人
材

の
養
成
、
企
業
間
の
関
係
構
築
を
図
る
情

報
交
換
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
中
小
企

業
の
参
入
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
は
い
く
つ
か
の
方

式
が
あ
り
ま
す
。
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２

Ｇ
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
最
高
効
率
の
電
解

質
膜
を
用
い
た
「
固
体
高
分
子
形
」
の
装

置
を
採
用
。
小
型
で
シ
ン
プ
ル
な
構
成
が

特
徴
で
、
大
量
生
産
に
よ
る
低
価
格
化
が

世界最先端の技術者が交流する研究開発拠点とし
て米倉山に「次世代エネルギーシステム研究開発ビ
レッジ」を建設。日本を代表する燃料電池の研究・評
価機関FC-Cubicが東京お台場から移転予定

や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G
シ
ス
テ
ム
が
勝
ち
残
る
理
由

小型パッケージP2G

モジュール連結大規模P2G

装置を連結することで、
さまざまな容量のシステム構築が可能

米倉山電力貯蔵技術研究サイトのP2Gシステムで水素を製造している

エフシーキュービック

水素 電気

太陽光発電

変動する電力

安定的な電力

P2Gシステム

　
平
成
28
年
、
山
梨
県
は
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）

で
水
素
を
製
造
す
る
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
い
ち
早
く
着
手
し
ま
し
た
。
近
年

本
格
化
す
る
脱
炭
素
化
の
流
れ
に
先
行
し

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
、
県
内

に
水
素
関
連
施
設
が
集
積
。
シ
ス
テ
ム
の

実
用
化
に
向
け
て
大
き
く
歩
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
2
月
に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
普
及
な

ど
を
加
速
す
る
た
め
、
民
間
企
業
と
共
に

株
式
会
社
や
ま
な
し
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
カ

ン
パ
ニ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
、
世

界
の
潮
流
を
後
押
し
に
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
普
及
を
進
め
、
多
く
の
地
域
が
脱
炭

素
化
と
再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
、
や
ま
な
し
モ
デ
ル
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス

テ
ム
が
世
界
に
広
ま
り
、
山
梨
は
グ
リ
ー

ン
水
素
の
代
名
詞
と
な
る
こ
と
に
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
水
素
・
燃
料
電
池
関
連
分
野
は
２
０
５

０
年
ま
で
成
長
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
内
の
企
業
が
こ
の

分
野
に
参
入
し
基
幹
産
業
と
な
る
こ
と

で
、
そ
の
成
長
を
本
県
経
済
の
原
動
力
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
県
内
に
は
、
山
梨
大
学
の
水
素
・
燃
料

電
池
ナ
ノ
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
や
水
素
供

給
利
用
技
術
協
会
の
水
素
技
術
セ
ン

タ
ー
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、
県
米
倉

　
水
素
は
燃
や
し
て
も
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な
い
こ
と
か
ら
、政
府
が
掲
げ
る「
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
切
り
札
と
し
て
、幅
広
い
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、全
国
に
先
駆
け
て
パ
ワ
ー
・
ツ
ー
・
ガ
ス（
Ｐ
２
Ｇ
）シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
着
手
し
た
本
県
に
は
、最
先
端
の
技
術
や
知
見
を
求
め
て
多
く
の
研
究
機

関
が
集
ま
り
、日
夜
、新
た
な
挑
戦
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
、こ
れ
ま
で
研
究
し
て
き
た
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
を
世
界
へ
広
く
展
開
し
脱
炭

素
社
会
を
け
ん
引
し
て
い
き
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
を
リ
ー
ド
！

究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

山
梨
か
ら
世
界
へ

高
付
加
価
値
化

やまなしモデルP2Gを
国内外へ普及

最先端技術などを求め
企業や人が集う

雇用拡大・所得向上
集合知形成

県民生活が豊かに

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
企
業
や

人
々
の
経
済
活
動
を
通
じ
て
、
ま
た
定
住

人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
山
梨

が
活
性
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
機
械
電
子
産
業
の
強
み
を
生
か

し
た
水
素
・
燃
料
電
池
関
連
産
業
へ
の
進

出
で
既
存
企
業
の
収
益
力
を
高
め
、
本
県

産
業
の
安
定
的
な
発
展
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
県
民
生
活
の
豊
か

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
山
梨
を
見
て
、

行
っ
て
み
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
、
仕
事

を
し
て
み
た
い
と
い
っ
た
人
が
増
え
、
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

「
グ
リ
ー
ン
水
素
＝
山
梨
」が

世
界
の
共
通
認
識
に

再
エ
ネ
主
力
電
源
化
の
鍵
を
握
る

基
幹
産
業
化
で
成
長
を
原
動
力
に

最
先
端
の
知
が
集
う
山
梨

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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　医
療
費
は
こ
の
先
約
20
年
増
加
を
続
け

て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
支
払
う
側

か
ら
す
る
と
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
が
、

医
療
費
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
増
加
分
を
取
り
込
み
安
定
し
た
成
長

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　県
内
に
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導

体
の
製
造
を
支
え
る
高
度
な
技
術
を
持
っ

た
企
業
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

匠
の
技
術
を
生
か
し
医
療
機
器
分
野
へ
進

出
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
今
後
成

長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と

で
企
業
が
安
定
的
に
成
長
し
、
雇
用
増
加

や
賃
金
の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
県
内
経
済

の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー

構
想
で
は
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
本
県
の

機
械
電
子
産
業
に
、
医
療
機
器
分
野
へ
の

進
出
を
促
し
、
県
内
一
帯
に
集
積
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
医
療
や

教
育
、
金
融
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
協
力
し
て
企
業
の
進
出
を
支
援

し
た
結
果
、
令
和
4
年
9
月
時
点
の
医
療

機
器
分
野
へ
の
進
出
企
業
数
は
、
平
成
30

高齢者などの歩行を補助する
軽量ロボット

ど
の
実
証
実
験
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
環
境

を
作
り
上
げ
る
た
め
、
資
金
の
支
援
の
み

な
ら
ず
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
全
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　県
が
こ
れ
ま
で
に
関
与
し
た
実
証
実
験

は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
学
病
院
、
市

町
村
、
地
域
住
民
な
ど
、
新
た
な
人
材
の

交
流
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
民
の
生
活
に
実
際
に
導
入
さ

れ
、
全
国
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例

も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
県
内
で
挑
戦

し
て
い
る
企
業
の
米
国
法
人
が
ナ
ス
ダ
ッ

ク
市
場
へ
の
上
場
を
発
表
す
る
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
る
例

が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
県
内
で
挑
戦
し

た
企
業
が
国
内
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、

世
界
中
に
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
山
梨
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
、
多
く
の
人
か
ら
求
め

ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　リ
ニ
ア
開
業
後
の
本
県
は
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
中
か
ら

多
く
の
起
業
家
が
本
県
を
訪
れ
、
リ
ニ
ア

駅
か
ら
県
内
各
地
へ
向
か
い
、
新
た
な
挑

戦
を
繰
り
広
げ
る
姿
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
夕
方
に
は
、
仕
事
を
終
え
た
起
業
家

ら
が
駅
前
に
戻
り
、
仲
間
同
士
あ
る
い
は

県
内
在
住
の
経
済
人
ら
と
、
グ
ラ
ス
片
手

に
語
り
合
う
シ
ー
ン
も
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山
梨
で
挑

戦
す
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
り
、
多

く
の
起
業
家
が
目
指
す
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
山
梨
を
訪
れ
る
起
業
家
と
県
内

企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携

や
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
県

民
に
も
起
業
家
精
神
が
芽
生
え
、
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
る
人
、
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
て
起
業
す
る
人
が
次
々
と
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　リ
ニ
ア
開
業
と
い
う
、
近
未
来
の
入
口

は
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
劇

的
な
時
代
の
変
化
を
迎
え
る
前
に
何
も
手

を
打
た
な
け
れ
ば
、
開
通
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

リ
ニ
ア
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
こ
こ
山
梨
が
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
確
立
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　そ
こ
で
、
県
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な

年
度
末
に
比
べ
約
2
倍
の
1
3
6
社
、

支
援
し
た
企
業
の
生
産
額
の
伸
び
は
約

1
0
0
億
円
と
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　令
和
3
年
4
月
に
は
、
医
療
機
器
生
産

額
が
全
国
首
位
の
静
岡
県
が
取
り
組
む

「
ふ
じ
の
く
に
先
端
医
療
総
合
特
区
」
に

山
梨
県
の
7
市
町
が
加
わ
り
、
両
県
企
業

の
特
徴
や
強
み
を
生
か
し
、
県
境
を
越
え

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　県
で
は
、
さ
ら
に
成
果
を
上
げ
る
た
め
、

首
都
圏
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
、
県
内
企
業
が
持
つ
技
術
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

　働
く
世
代
は
経
済
的
な
安
定
を
手
に
入

れ
る
こ
と
で
、
将
来
の
展
望
を
抱
け
る
よ

う
に
な
り
、
安
心
し
て
家
庭
を
築
い
た
り
、

子
を
産
み
育
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
は
そ

の
よ
う
な
姿
を
見
て
、
将
来
も
山
梨
に
住

み
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　県
で
は
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
強
み
を

他
の
分
野
と
結
び
つ
け
た
り
、
新
た
に
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
付
加
価

値
化
を
実
現
し
、
高
収
益
化
や
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
や
テ
ス
ト

ベ
ッ
ド
の
聖
地
化
に
よ
っ
て
産
業
の
付
加

価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
県

内
経
済
が
安
定
し
て
成
長
す
る
好
循
環
を

生
み
出
し
、
県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
予
防
医
療
や
健
康
維
持
に
対
す

る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

年
度
以
降
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
分
野
な
ど
に
も
支
援
の
裾
野
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
内
企
業

の
一
層
の
取
引
拡
大
を
図
る
た
め
、
国
内

外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
新
興
企
業
）
と

の
連
携
を
進
め
る
ほ
か
、
巨
大
な
海
外
市

場
へ
の
参
入
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　医
療
機
器
産
業
が
基
幹
産
業
に
な
り
、ま
た
、テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
未
来
の
山
梨
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。既
存
の
企
業
も
新
た
な
企

業
も
成
長
や
挑
戦
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　県
内
は
、活
力
あ
る
企
業
で
あ
ふ
れ
、人
々
は
多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
に

合
っ
た
仕
事
に
就
き
、安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

産
業
の
高
付
加
価
値
化
で

将
来
の
展
望
を
抱
け
る
山
梨

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
へ

高
付
加
価
値
化

中山間地域の不便さを解消する
ドローン配送の実証実験（小菅村）

エネルギーや水など既存のライフラインに依存しない
完全オフグリッド環境の実験フィールド（北杜市）

半導体事業で培った技術を活用して
医療機器分野へ進出した企業

東京都

静岡県

長野県

神奈川県

新東名高速道路
須走道路・
御殿場バイパス

中央自動車道・
富士吉田線　

中部横断自動車道

中央自動車道

〈富士山麓先端健康産業集積プロジェクト〉
ファルマバレー

〈総合支援窓口〉
メディカル・デバイス・コリドー

推進センター

〈研究開発・人材育成〉
山梨大学

〈地元企業との架け橋〉
産業技術センター

医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
を
支
援

成
長
を
続
け
る
医
療
分
野
へ

構
想
の
成
果
が
短
期
間
で

構
想
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

攻
め
の
姿
勢
で
挑
む

リ
ニ
ア
が
あ
る
山
梨
の
未
来

県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に

実
証
実
験
の
成
果
が
着
々
と

医療現場で実証実験中の
薬剤搬送用ロボット

た
く
み

メディカル・デバイス・コリドー構想

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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　医
療
費
は
こ
の
先
約
20
年
増
加
を
続
け

て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
支
払
う
側

か
ら
す
る
と
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
が
、

医
療
費
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
増
加
分
を
取
り
込
み
安
定
し
た
成
長

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　県
内
に
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
半
導

体
の
製
造
を
支
え
る
高
度
な
技
術
を
持
っ

た
企
業
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

匠
の
技
術
を
生
か
し
医
療
機
器
分
野
へ
進

出
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
す
。
今
後
成

長
が
見
込
ま
れ
る
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と

で
企
業
が
安
定
的
に
成
長
し
、
雇
用
増
加

や
賃
金
の
上
昇
に
つ
な
が
り
、
県
内
経
済

の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー

構
想
で
は
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
本
県
の

機
械
電
子
産
業
に
、
医
療
機
器
分
野
へ
の

進
出
を
促
し
、
県
内
一
帯
に
集
積
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
医
療
や

教
育
、
金
融
、
行
政
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
が
協
力
し
て
企
業
の
進
出
を
支
援

し
た
結
果
、
令
和
4
年
9
月
時
点
の
医
療

機
器
分
野
へ
の
進
出
企
業
数
は
、
平
成
30

高齢者などの歩行を補助する
軽量ロボット

ど
の
実
証
実
験
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
環
境

を
作
り
上
げ
る
た
め
、
資
金
の
支
援
の
み

な
ら
ず
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
全
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　県
が
こ
れ
ま
で
に
関
与
し
た
実
証
実
験

は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
大
学
病
院
、
市

町
村
、
地
域
住
民
な
ど
、
新
た
な
人
材
の

交
流
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
民
の
生
活
に
実
際
に
導
入
さ

れ
、
全
国
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
事
例

も
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
県
内
で
挑
戦

し
て
い
る
企
業
の
米
国
法
人
が
ナ
ス
ダ
ッ

ク
市
場
へ
の
上
場
を
発
表
す
る
な
ど
、
グ

ロ
ー
バ
ル
に
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
る
例

が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
県
内
で
挑
戦
し

た
企
業
が
国
内
外
で
活
躍
す
る
こ
と
で
、

世
界
中
に
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
山
梨
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
、
多
く
の
人
か
ら
求
め

ら
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　リ
ニ
ア
開
業
後
の
本
県
は
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
世
界
中
か
ら

多
く
の
起
業
家
が
本
県
を
訪
れ
、
リ
ニ
ア

駅
か
ら
県
内
各
地
へ
向
か
い
、
新
た
な
挑

戦
を
繰
り
広
げ
る
姿
が
見
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
夕
方
に
は
、
仕
事
を
終
え
た
起
業
家

ら
が
駅
前
に
戻
り
、
仲
間
同
士
あ
る
い
は

県
内
在
住
の
経
済
人
ら
と
、
グ
ラ
ス
片
手

に
語
り
合
う
シ
ー
ン
も
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
山
梨
で
挑

戦
す
る
こ
と
が
ス
テ
ー
タ
ス
と
な
り
、
多

く
の
起
業
家
が
目
指
す
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
山
梨
を
訪
れ
る
起
業
家
と
県
内

企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
と
の
連
携

や
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
県

民
に
も
起
業
家
精
神
が
芽
生
え
、
新
規
事

業
を
立
ち
上
げ
る
人
、
社
会
課
題
の
解
決

に
向
け
て
起
業
す
る
人
が
次
々
と
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　リ
ニ
ア
開
業
と
い
う
、
近
未
来
の
入
口

は
す
ぐ
そ
こ
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
劇

的
な
時
代
の
変
化
を
迎
え
る
前
に
何
も
手

を
打
た
な
け
れ
ば
、
開
通
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

リ
ニ
ア
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
こ
こ
山
梨
が
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
確
立
し
て
い
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　そ
こ
で
、
県
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な

年
度
末
に
比
べ
約
2
倍
の
1
3
6
社
、

支
援
し
た
企
業
の
生
産
額
の
伸
び
は
約

1
0
0
億
円
と
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　令
和
3
年
4
月
に
は
、
医
療
機
器
生
産

額
が
全
国
首
位
の
静
岡
県
が
取
り
組
む

「
ふ
じ
の
く
に
先
端
医
療
総
合
特
区
」
に

山
梨
県
の
7
市
町
が
加
わ
り
、
両
県
企
業

の
特
徴
や
強
み
を
生
か
し
、
県
境
を
越
え

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　県
で
は
、
さ
ら
に
成
果
を
上
げ
る
た
め
、

首
都
圏
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
、
県
内
企
業
が
持
つ
技
術
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
を
重
点
的
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

　働
く
世
代
は
経
済
的
な
安
定
を
手
に
入

れ
る
こ
と
で
、
将
来
の
展
望
を
抱
け
る
よ

う
に
な
り
、
安
心
し
て
家
庭
を
築
い
た
り
、

子
を
産
み
育
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
は
そ

の
よ
う
な
姿
を
見
て
、
将
来
も
山
梨
に
住

み
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　県
で
は
、
す
で
に
持
っ
て
い
る
強
み
を

他
の
分
野
と
結
び
つ
け
た
り
、
新
た
に
活

用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
付
加
価

値
化
を
実
現
し
、
高
収
益
化
や
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
や
テ
ス
ト

ベ
ッ
ド
の
聖
地
化
に
よ
っ
て
産
業
の
付
加

価
値
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
県

内
経
済
が
安
定
し
て
成
長
す
る
好
循
環
を

生
み
出
し
、
県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
予
防
医
療
や
健
康
維
持
に
対
す

る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来

年
度
以
降
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
と
し

て
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
分
野
な
ど
に
も
支
援
の
裾
野
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
内
企
業

の
一
層
の
取
引
拡
大
を
図
る
た
め
、
国
内

外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
新
興
企
業
）
と

の
連
携
を
進
め
る
ほ
か
、
巨
大
な
海
外
市

場
へ
の
参
入
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　医
療
機
器
産
業
が
基
幹
産
業
に
な
り
、ま
た
、テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
た
未
来
の
山
梨
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。既
存
の
企
業
も
新
た
な
企

業
も
成
長
や
挑
戦
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　県
内
は
、活
力
あ
る
企
業
で
あ
ふ
れ
、人
々
は
多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
に

合
っ
た
仕
事
に
就
き
、安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

産
業
の
高
付
加
価
値
化
で

将
来
の
展
望
を
抱
け
る
山
梨

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
聖
地
へ

高
付
加
価
値
化

中山間地域の不便さを解消する
ドローン配送の実証実験（小菅村）

エネルギーや水など既存のライフラインに依存しない
完全オフグリッド環境の実験フィールド（北杜市）

半導体事業で培った技術を活用して
医療機器分野へ進出した企業

東京都

静岡県

長野県

神奈川県

新東名高速道路
須走道路・
御殿場バイパス

中央自動車道・
富士吉田線　

中部横断自動車道

中央自動車道

〈富士山麓先端健康産業集積プロジェクト〉
ファルマバレー

〈総合支援窓口〉
メディカル・デバイス・コリドー

推進センター

〈研究開発・人材育成〉
山梨大学

〈地元企業との架け橋〉
産業技術センター

医
療
機
器
分
野
へ
の
進
出
を
支
援

成
長
を
続
け
る
医
療
分
野
へ

構
想
の
成
果
が
短
期
間
で

構
想
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

攻
め
の
姿
勢
で
挑
む

リ
ニ
ア
が
あ
る
山
梨
の
未
来

県
民
の
暮
ら
し
の
向
上
に

実
証
実
験
の
成
果
が
着
々
と

医療現場で実証実験中の
薬剤搬送用ロボット

た
く
み

メディカル・デバイス・コリドー構想

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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ま
た
「
や
ま
な
し
の
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な
ど

の
果
実
は
匠
の
技
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
芸

術
品
」
で
あ
る
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を

通
じ
て
生
産
者
の
思
い
や
技
術
の
高
さ
を

実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
や
ま
な
し
」

へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

　海
外
向
け
に
取
り
組
ん
だ
、
リ
ア
ル
と

デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
輸
出
先
で
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
令
和
3
年
の
県
産
果
実
の
輸
出
額
は
17

億
5
6
0
0
万
円
を
超
え
、
過
去
最
高

額
を
記
録
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ

将
来
の
山
梨
は
、
品
質
や
価
格
の
み
の
競

争
か
ら
抜
け
出
し
「
山
梨
産
の
○
○
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
選
ば
れ
る
県
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

　農
業
分
野
で
も
、
生
産
地
「
や
ま
な
し
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
農
畜
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
が
連
動
し
て
高
ま
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　「お
い
し
い
未
来
へ 

や
ま
な
し
」
は
、
本

県
の
農
畜
水
産
業
か
ら
生
ま
れ
る
産
品
自

体
の
魅
力
と
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
「
や
ま

な
し
」
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　県
で
は
、
農
業
分
野
か
ら
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
「
4
パ
ー
ミ

ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
や
家
畜
の
快
適
性

に
配
慮
し
た
畜
産
を
目
指
す
「
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
な
ど
を
紹
介
し
、
品
質

の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
本
県
な
ら
で
は
の

先
進
的
な
取
り
組
み
が
生
み
出
す
新
た
な

価
値
や
未
来
の
姿
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
観
光
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
本
県

は
、
安
全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、
旅
行
者

の
皆
さ
ん
が
、
上
質
で
山
梨
な
ら
で
は
の

豊
か
な
体
験
が
で
き
る
観
光
地
を
目
指
し

て
進
化
し
て
い
ま
す
。

　世
界
レ
ベ
ル
の
感
染
対
策
を
取
り
入
れ

た
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ

レ
ミ
ア
ム
」
が
提
供
す
る
快
適
で
よ
り
安

心
な
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
環
境
は
、
本
県
が

誇
る
新
た
な
価
値
で
す
。
ま
た
、
聖
地
化

を
進
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
や
、
旅
行

者
を
引
き
つ
け
る
上
質
な
お
酒
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資

源
と
観
光
地
「
や
ま
な
し
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　今
、県
で
は
、仮
想
空
間
（
メ
タ
バ
ー
ス
）

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
た
美

　皆
さ
ん
は
「
○
○
の
モ
ノ
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
だ
け
で
何
か
を
買
っ
た
り
ど
こ

か
へ
行
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　本
県
が
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

選
ば
れ
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
全

体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
必
要

で
す
。
県
は
、
山
梨
の
産
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
地
域
資
源
が
持
つ
「
上
質
な
」
魅

力
や
価
値
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
消
費

者
に
「
や
ま
な
し
＝
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
や
ま
な

し
」
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま

り
、
そ
の
効
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源

に
還
元
さ
れ
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
も

の
に
な
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
好
循
環
を
生

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

術
館
の
魅
力
向
上
や
森
林
と
自
転
車
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
文
化
芸
術
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
が
観
光
と
結

び
付
き
、
訪
れ
て
み
た
く
な
る
き
っ
か
け

が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
山
梨
は
よ
り
多

く
の
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
観
光
地
と
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生

ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
と
「
や
ま

な
し
」
全
体
と
の
好
循
環
。

　こ
の
効
果
で
「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま

な
し
」
が
浸
透
し
、
国
内
外
の
多
く
の
方

が
「
山
梨
の
モ
ノ
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
手
に
取
っ
た

り
訪
れ
た
り
す
る
。
山
梨
に
は
そ
ん
な
未

来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　「山
梨
の
モ
ノ
は
ど
れ
も
上
質
だ
か
ら
間
違
い
な
い
よ
ね
。」国
内
外
か
ら
こ
の
よ
う

な
評
価
を
得
ら
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
せ
ん
か
。県
は「
や
ま
な
し
」ブ
ラ
ン
ド
と
県

内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
の
魅
力
や
価
値
が
連
動
し
て
高
ま
り
、国
内
外
か
ら

選
ば
れ
る
地
と
な
る
よ
う
、地
域
資
源
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」を

合
言
葉
に
地
域
資
源
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

「
上
質
な
」魅
力
や
価
値
を

広
く
発
信
し
て
好
循
環
を
生
む

農
業
分
野
で
切
り
開
く
未
来
を
発
信

新
た
な
観
光
の
姿
を
発
信

国
内
外
か
ら
選
ば
れ
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ま
た
「
や
ま
な
し
の
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
な
ど

の
果
実
は
匠
の
技
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
芸

術
品
」
で
あ
る
と
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
を

通
じ
て
生
産
者
の
思
い
や
技
術
の
高
さ
を

実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
「
や
ま
な
し
」

へ
の
信
頼
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

　海
外
向
け
に
取
り
組
ん
だ
、
リ
ア
ル
と

デ
ジ
タ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
輸
出
先
で
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と

で
令
和
3
年
の
県
産
果
実
の
輸
出
額
は
17

億
5
6
0
0
万
円
を
超
え
、
過
去
最
高

額
を
記
録
し
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ

将
来
の
山
梨
は
、
品
質
や
価
格
の
み
の
競

争
か
ら
抜
け
出
し
「
山
梨
産
の
○
○
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
選
ば
れ
る
県
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
。

　農
業
分
野
で
も
、
生
産
地
「
や
ま
な
し
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
農
畜
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

力
が
連
動
し
て
高
ま
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　「お
い
し
い
未
来
へ 

や
ま
な
し
」
は
、
本

県
の
農
畜
水
産
業
か
ら
生
ま
れ
る
産
品
自

体
の
魅
力
と
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
「
や
ま

な
し
」
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　県
で
は
、
農
業
分
野
か
ら
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
「
4
パ
ー
ミ

ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
や
家
畜
の
快
適
性

に
配
慮
し
た
畜
産
を
目
指
す
「
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
な
ど
を
紹
介
し
、
品
質

の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
本
県
な
ら
で
は
の

先
進
的
な
取
り
組
み
が
生
み
出
す
新
た
な

価
値
や
未
来
の
姿
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
観
光
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
本
県

は
、
安
全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、
旅
行
者

の
皆
さ
ん
が
、
上
質
で
山
梨
な
ら
で
は
の

豊
か
な
体
験
が
で
き
る
観
光
地
を
目
指
し

て
進
化
し
て
い
ま
す
。

　世
界
レ
ベ
ル
の
感
染
対
策
を
取
り
入
れ

た
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン 

プ

レ
ミ
ア
ム
」
が
提
供
す
る
快
適
で
よ
り
安

心
な
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
環
境
は
、
本
県
が

誇
る
新
た
な
価
値
で
す
。
ま
た
、
聖
地
化

を
進
め
る
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
や
、
旅
行

者
を
引
き
つ
け
る
上
質
な
お
酒
や
食
な
ど

の
魅
力
を
発
信
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資

源
と
観
光
地
「
や
ま
な
し
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　今
、県
で
は
、仮
想
空
間
（
メ
タ
バ
ー
ス
）

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
た
美

　皆
さ
ん
は
「
○
○
の
モ
ノ
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
だ
け
で
何
か
を
買
っ
た
り
ど
こ

か
へ
行
っ
た
り
し
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　本
県
が
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

選
ば
れ
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
全

体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
必
要

で
す
。
県
は
、
山
梨
の
産
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
地
域
資
源
が
持
つ
「
上
質
な
」
魅

力
や
価
値
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
消
費

者
に
「
や
ま
な
し
＝
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
「
や
ま
な

し
」
全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま

り
、
そ
の
効
果
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源

に
還
元
さ
れ
、
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
も

の
に
な
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
好
循
環
を
生

み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

術
館
の
魅
力
向
上
や
森
林
と
自
転
車
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。
文
化
芸
術
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
域
資
源
が
観
光
と
結

び
付
き
、
訪
れ
て
み
た
く
な
る
き
っ
か
け

が
多
様
化
す
る
こ
と
で
、
山
梨
は
よ
り
多

く
の
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
観
光
地
と
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生

ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
と
「
や
ま

な
し
」
全
体
と
の
好
循
環
。

　こ
の
効
果
で
「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま

な
し
」
が
浸
透
し
、
国
内
外
の
多
く
の
方

が
「
山
梨
の
モ
ノ
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
手
に
取
っ
た

り
訪
れ
た
り
す
る
。
山
梨
に
は
そ
ん
な
未

来
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　「山
梨
の
モ
ノ
は
ど
れ
も
上
質
だ
か
ら
間
違
い
な
い
よ
ね
。」国
内
外
か
ら
こ
の
よ
う

な
評
価
を
得
ら
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
せ
ん
か
。県
は「
や
ま
な
し
」ブ
ラ
ン
ド
と
県

内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
の
魅
力
や
価
値
が
連
動
し
て
高
ま
り
、国
内
外
か
ら

選
ば
れ
る
地
と
な
る
よ
う
、地
域
資
源
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
や
ま
な
し
」を

合
言
葉
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を
プ
ロ
モ
ー
シ
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「
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高
速
道
路
や
リ
ニ
ア
を
使
う
こ
と
で
、

羽
田
空
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
へ
短
時
間

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
海
上
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
横

浜
港
や
清
水
港
、
新
潟
港
へ
の
時
間
距
離

が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
「
甲
斐
国
」
か
ら
海
と
空
に
開

か
れ
た
「
開
の
国
」
へ
進
化
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
り
、
国
内
外
と
の
人
や
物
の
流
れ

が
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　
県
内
で
は
渋
滞
が
な
く
、
通
勤
・
通
学

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
休
日
遊
び
に
行
く

と
き
も
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
。
観
光
客
は

県
内
各
地
を
訪
れ
や
す
く
な
り
、
滞
在
時

間
も
長
く
な
り
ま
す
。
企
業
は
物
流
が
円

滑
に
な
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
し
ま

す
。
そ
し
て
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
て

も
交
通
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
被
害
は
最

小
限
に
。
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
山
梨
を

求
め
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
え
、

住
む
人
が
増
え
、
企
業
も
増
え
る
。
山
梨

県
は
将
来
大
き
く
発
展
し
て
い
る
は
ず
で

す
。

す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
物
流
は
業
務

継
続
の
生
命
線
。
県
内
企
業
の
生
産
活
動

を
守
り
、
そ
こ
で
働
く
県
民
も
守
る
た
め

に
は
、
隣
県
と
結
ば
れ
る
路
線
を
複
数
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
長
野
県
と
つ
な
が
る
中
部
横

断
自
動
車
道
の
長
坂
以
北
の
早
期
整
備
を

国
に
強
く
求
め
る
ほ
か
、
中
央
自
動
車
道

の
渋
滞
対
策
の
促
進
な
ど
既
存
路
線
の
円

滑
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
内
外
で
整
備
が
進
む
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
し
た
と
き
、
未
来
の
姿
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
甲
府
盆
地
を
囲
む
新
山
梨
環
状
道
路
の

整
備
、
慢
性
的
に
渋
滞
し
て
い
る
交
差
点

や
道
路
の
改
良
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
の

交
通
利
便
性
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
盆
地
と
富
士
北
麓
地
域
を
結
ぶ
国

道
1
3
7
号
の
新
た
な
御
坂
ト
ン
ネ
ル
や

中
央
自
動
車
道
の
（
仮
称
）
甲
府
中
央
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
よ
り
、
県
内
各
地

の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
開
業
と
駅
の
設
置
。
本
県
は
J
R

中
央
本
線
や
中
央
自
動
車
道
開
通
以
来
の
歴

史
的
な
出
来
事
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
は
、
東
京
圏
や
大
阪
圏
、
名
古

屋
圏
の
三
大
都
市
圏
を
結
ぶ
新
た
な
交
通

の
大
動
脈
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
間
駅
で

あ
る
山
梨
県
駅
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
25

分
、
名
古
屋
か
ら
約
45
分
と
、
従
来
の
交

通
手
段
と
比
べ
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
、
国
際
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
格

段
に
向
上
し
ま
す
。
リ
ニ
ア
に
よ
っ
て
山

梨
は
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
と
の
結
び
付

き
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ニ
ア
駅
は
中
央
自
動
車
道

や
新
山
梨
環
状
道
路
な
ど
を
通
じ
て
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
結
ば
れ
ま
す
。
県
内
主

要
拠
点
を
結
ぶ
バ
ス
交
通
の
整
備
も
目
指

し
、
さ
ら
な
る
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
交
通
基
盤
の
整
備
は
、
生
活

環
境
の
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
客
の

周
遊
促
進
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
幅
広
い

効
果
が
期
待
で
き
、
リ
ニ
ア
開
業
効
果
を

県
内
全
域
に
広
く
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
中
部
横
断
自
動
車
道
山
梨
〜
静
岡
間
が

開
通
し
、
本
県
は
静
岡
県
の
清
水
港
と
高

速
道
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
港
は
国

際
拠
点
港
湾
の
一
つ
で
、
香
港
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外
市
場
開
拓
の
足

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
と
い

う
歴
史
的
と
も
い
え
る
好
機
を
確
実

に
生
か
し
山
梨
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
県
は
、
空
港
を
県
内
に

開
設
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

　
実
現
可
能
性
な
ど
は
今
後
の
研
究

次
第
で
す
が
、
も
し
、
小
型
旅
客
機

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ジ
ェ
ッ
ト
か
ら

リ
ニ
ア
に
乗
り
換
え

て
東
京
へ
行
く
人
々

の
往
来
で
山
梨
が
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
ら
？

そ
ん
な
未
来
が
待
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
想
像
す
る
と

ち
ょ
っ
と
わ
く
わ
く

し
ま
す
ね
。

掛
か
り
と
な
る
ほ
か
、
輸
出
入
を
担
う
物

流
拠
点
が
県
内
へ
立
地
す
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
将
来
、
長
坂
〜
八
千
穂
間
が

開
通
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
取
引

が
多
い
新
潟
港
と
も
直
結
す
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
本
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
災
害
に

よ
っ
て
県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ
れ
県
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
中
央
自
動
車
道
や
東
富
士
五
湖

道
路
に
加
え
、
中
部
横
断
自
動
車
道
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
い
っ
た
高
速
交
通
網

が
確
保
さ
れ
る
と
、
1
つ
の
路
線
が
遮
断

さ
れ
て
も
、
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
こ
と

で
交
通
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
人
や
物
の
流
れ
を
止
め
な
い
。
こ
れ
は

県
民
の
命
を
守
る
た
め
の
重
要
な
使
命
で

　
新
し
い
道
路
が
で
き
た
り
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
業
し
た
り
と
い
っ
た
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
、移
動
時
間
の
短
縮
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
網
を
互
い
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、人
々
が

住
み
た
く
な
り
企
業
が
進
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
。そ
れ
が
山
梨
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
で

全
国
・
世
界
と
つ
な
が
る
開
の
国
へ

強
靱
化

リニア駅周辺整備の概要

リニア開業による時間短縮効果

中部横断自動車道
● 長坂～八千穂間
環境アセスメントの手続中

中央自動車道
● 小仏トンネル
　付近（上り）
車線を追加するための
新トンネル建設中
● 相模湖付近（下り）
車線追加の工事中
● 三鷹バス停
  付近（上り）
車線追加の計画中

海
な
し
県
が
港
湾
と
直
結

自
然
災
害
か
ら
県
民
を
守
る

山
梨
に
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ
る

も
し
か
し
た
ら
山
梨
に
空
港
が
？

5 1（単位：時間）

（単位：時間）

4 23 32 41 5

5 14 23 32 41 5

現在の所要時間京都 東京
（新宿）名古屋大阪

伊勢
中部国際空港

甲府
仙台
成田空港

羽田空港
横浜

リニアが開業するとリニアが開業すると

東京
（品川）名古屋

京都

大阪

伊勢
中部国際空港

甲府
仙台

成田空港
羽田空港
横浜

整備前26分

リニア駅から各地域までのアクセス時間の短縮

整備前43分 道の駅
花かげの郷
まきおか

整備後26分
17分
短縮

整備前41分
河口湖

整備後36分
5分
短縮

整備前39分
道の駅
こぶちざわ

道の駅
こぶちざわ

整備後30分 9分
短縮

甲府駅

整備後22分
4分
短縮

リ
ニ
ア
駅

高規格幹線道路
地域高規格道路
国道
30分移動時間圏（2019年）
30分移動時間圏（2027年）

道の駅
花かげの郷
まきおか

甲府駅

河口湖

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

山
梨
は
変
わ
る

県
内
道
路
網
を
整
備

全国に18ある
国際拠点港湾の一つ、新潟港

う   

か
い

か
い
の
く
に

か
い

新
潟
港
へ

中央自動車道

新東名高速道路

東名高速道路

中央自動車道・富士吉田線

須走道路・
御殿場バイパス

東富士五湖道路

富
士
北
麓
連
絡
道
路中

部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

新山梨環状道路 西関東連絡道路

八千穂高原IC

（仮称）長坂JCT

リニア駅 リニア中央新幹線

雁坂トンネル

小仏トンネル

（仮称）
甲府中央スマートIC双葉JCT

（仮称）甲斐JCT

新清水JCT

清水JCT

長泉JCT

御殿場JCT

大月JCT

富士吉田IC

須走IC

南アルプスIC

新秦野IC

富士山静岡空港

清水港

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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高
速
道
路
や
リ
ニ
ア
を
使
う
こ
と
で
、

羽
田
空
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
へ
短
時
間

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
際
海
上
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
横

浜
港
や
清
水
港
、
新
潟
港
へ
の
時
間
距
離

が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
「
甲
斐
国
」
か
ら
海
と
空
に
開

か
れ
た
「
開
の
国
」
へ
進
化
を
遂
げ
る
こ

と
に
な
り
、
国
内
外
と
の
人
や
物
の
流
れ

が
活
発
化
す
る
で
し
ょ
う
。

　
県
内
で
は
渋
滞
が
な
く
、
通
勤
・
通
学

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
休
日
遊
び
に
行
く

と
き
も
ス
ト
レ
ス
な
く
移
動
。
観
光
客
は

県
内
各
地
を
訪
れ
や
す
く
な
り
、
滞
在
時

間
も
長
く
な
り
ま
す
。
企
業
は
物
流
が
円

滑
に
な
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
し
ま

す
。
そ
し
て
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
て

も
交
通
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
被
害
は
最

小
限
に
。
こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
山
梨
を

求
め
て
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
人
が
増
え
、

住
む
人
が
増
え
、
企
業
も
増
え
る
。
山
梨

県
は
将
来
大
き
く
発
展
し
て
い
る
は
ず
で

す
。

す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
物
流
は
業
務

継
続
の
生
命
線
。
県
内
企
業
の
生
産
活
動

を
守
り
、
そ
こ
で
働
く
県
民
も
守
る
た
め

に
は
、
隣
県
と
結
ば
れ
る
路
線
を
複
数
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
長
野
県
と
つ
な
が
る
中
部
横

断
自
動
車
道
の
長
坂
以
北
の
早
期
整
備
を

国
に
強
く
求
め
る
ほ
か
、
中
央
自
動
車
道

の
渋
滞
対
策
の
促
進
な
ど
既
存
路
線
の
円

滑
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
内
外
で
整
備
が
進
む
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
完
成
し
た
と
き
、
未
来
の
姿
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
甲
府
盆
地
を
囲
む
新
山
梨
環
状
道
路
の

整
備
、
慢
性
的
に
渋
滞
し
て
い
る
交
差
点

や
道
路
の
改
良
な
ど
に
よ
り
、
市
街
地
の

交
通
利
便
性
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
盆
地
と
富
士
北
麓
地
域
を
結
ぶ
国

道
1
3
7
号
の
新
た
な
御
坂
ト
ン
ネ
ル
や

中
央
自
動
車
道
の
（
仮
称
）
甲
府
中
央
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
に
よ
り
、
県
内
各
地

の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
開
業
と
駅
の
設
置
。
本
県
は
J
R

中
央
本
線
や
中
央
自
動
車
道
開
通
以
来
の
歴

史
的
な
出
来
事
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
は
、
東
京
圏
や
大
阪
圏
、
名
古

屋
圏
の
三
大
都
市
圏
を
結
ぶ
新
た
な
交
通

の
大
動
脈
と
な
り
ま
す
。
そ
の
中
間
駅
で

あ
る
山
梨
県
駅
は
、
東
京
都
心
か
ら
約
25

分
、
名
古
屋
か
ら
約
45
分
と
、
従
来
の
交

通
手
段
と
比
べ
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
、
国
際
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
格

段
に
向
上
し
ま
す
。
リ
ニ
ア
に
よ
っ
て
山

梨
は
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
と
の
結
び
付

き
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
リ
ニ
ア
駅
は
中
央
自
動
車
道

や
新
山
梨
環
状
道
路
な
ど
を
通
じ
て
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
結
ば
れ
ま
す
。
県
内
主

要
拠
点
を
結
ぶ
バ
ス
交
通
の
整
備
も
目
指

し
、
さ
ら
な
る
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
交
通
基
盤
の
整
備
は
、
生
活

環
境
の
改
善
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
客
の

周
遊
促
進
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
幅
広
い

効
果
が
期
待
で
き
、
リ
ニ
ア
開
業
効
果
を

県
内
全
域
に
広
く
波
及
さ
せ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
中
部
横
断
自
動
車
道
山
梨
〜
静
岡
間
が

開
通
し
、
本
県
は
静
岡
県
の
清
水
港
と
高

速
道
路
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
港
は
国

際
拠
点
港
湾
の
一
つ
で
、
香
港
、
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
海
外
市
場
開
拓
の
足

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
と
い

う
歴
史
的
と
も
い
え
る
好
機
を
確
実

に
生
か
し
山
梨
の
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
県
は
、
空
港
を
県
内
に

開
設
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

　
実
現
可
能
性
な
ど
は
今
後
の
研
究

次
第
で
す
が
、
も
し
、
小
型
旅
客
機

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ジ
ェ
ッ
ト
か
ら

リ
ニ
ア
に
乗
り
換
え

て
東
京
へ
行
く
人
々

の
往
来
で
山
梨
が
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
ら
？

そ
ん
な
未
来
が
待
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な

い
、
と
想
像
す
る
と

ち
ょ
っ
と
わ
く
わ
く

し
ま
す
ね
。

掛
か
り
と
な
る
ほ
か
、
輸
出
入
を
担
う
物

流
拠
点
が
県
内
へ
立
地
す
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
将
来
、
長
坂
〜
八
千
穂
間
が

開
通
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
け
の
取
引

が
多
い
新
潟
港
と
も
直
結
す
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
見
え

て
き
ま
す
。

　
本
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
然
災
害
に

よ
っ
て
県
外
と
の
交
通
が
寸
断
さ
れ
県
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
中
央
自
動
車
道
や
東
富
士
五
湖

道
路
に
加
え
、
中
部
横
断
自
動
車
道
や
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
い
っ
た
高
速
交
通
網

が
確
保
さ
れ
る
と
、
1
つ
の
路
線
が
遮
断

さ
れ
て
も
、
他
の
路
線
を
迂
回
す
る
こ
と

で
交
通
が
途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
人
や
物
の
流
れ
を
止
め
な
い
。
こ
れ
は

県
民
の
命
を
守
る
た
め
の
重
要
な
使
命
で

　
新
し
い
道
路
が
で
き
た
り
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
開
業
し
た
り
と
い
っ
た
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
、移
動
時
間
の
短
縮
や
物
流
の
効
率
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
。さ
ら
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
網
を
互
い
に
結
び
付
け
る
こ
と
で
、人
々
が

住
み
た
く
な
り
企
業
が
進
出
し
た
く
な
る
よ
う
な
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
。そ
れ
が
山
梨
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
い
え
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
で

全
国
・
世
界
と
つ
な
が
る
開
の
国
へ

強
靱
化

リニア駅周辺整備の概要

リニア開業による時間短縮効果

中部横断自動車道
● 長坂～八千穂間
環境アセスメントの手続中

中央自動車道
● 小仏トンネル
　付近（上り）
車線を追加するための
新トンネル建設中
● 相模湖付近（下り）
車線追加の工事中
● 三鷹バス停
  付近（上り）
車線追加の計画中

海
な
し
県
が
港
湾
と
直
結

自
然
災
害
か
ら
県
民
を
守
る

山
梨
に
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ
る

も
し
か
し
た
ら
山
梨
に
空
港
が
？

5 1（単位：時間）

（単位：時間）

4 23 32 41 5

5 14 23 32 41 5

現在の所要時間京都 東京
（新宿）名古屋大阪

伊勢
中部国際空港

甲府
仙台
成田空港

羽田空港
横浜

リニアが開業するとリニアが開業すると

東京
（品川）名古屋

京都

大阪

伊勢
中部国際空港

甲府
仙台

成田空港
羽田空港
横浜

整備前26分

リニア駅から各地域までのアクセス時間の短縮

整備前43分 道の駅
花かげの郷
まきおか

整備後26分
17分
短縮

整備前41分
河口湖

整備後36分
5分
短縮

整備前39分
道の駅
こぶちざわ

道の駅
こぶちざわ

整備後30分 9分
短縮

甲府駅

整備後22分
4分
短縮

リ
ニ
ア
駅

高規格幹線道路
地域高規格道路
国道
30分移動時間圏（2019年）
30分移動時間圏（2027年）

道の駅
花かげの郷
まきおか

甲府駅

河口湖

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

山
梨
は
変
わ
る

県
内
道
路
網
を
整
備

全国に18ある
国際拠点港湾の一つ、新潟港

う   

か
い

か
い
の
く
に

か
い

新
潟
港
へ

中央自動車道

新東名高速道路

東名高速道路

中央自動車道・富士吉田線

須走道路・
御殿場バイパス

東富士五湖道路

富
士
北
麓
連
絡
道
路中

部
横
断
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動
車
道

新山梨環状道路 西関東連絡道路

八千穂高原IC

（仮称）長坂JCT

リニア駅 リニア中央新幹線

雁坂トンネル

小仏トンネル

（仮称）
甲府中央スマートIC双葉JCT

（仮称）甲斐JCT

新清水JCT

清水JCT

長泉JCT

御殿場JCT

大月JCT

富士吉田IC

須走IC

南アルプスIC

新秦野IC

富士山静岡空港

清水港

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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行
う
「
や
ま
な
し
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
県
福
祉
プ
ラ
ザ
に
設
置
し

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
の
職
場
で

働
き
た
い
人
と
保
育
士
を
採
用
し
た
い
保

育
所
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
求
職
相
談
件
数
は
1
3
3
件
、
求

人
相
談
件
数
は
1
6
8
件
に
上
っ
て
い
ま

す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
よ
り
、
年
度
途

中
の
保
育
士
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
方
や

働
い
て
い
る
方
の
悩
み
相
談
に
応
じ
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
離
職
を
防
止
す
る
こ

と
で
、
保
育
士
の
人
材
確
保
や
定
着
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　県
は
、
保
育
士
と
保
育
所
を
支
援
す
る

こ
と
で
「
新
た
な
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

を
実
現
し
、
親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　山
梨
の
未
来
を
明
る
い
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
が

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
全
力
で
応
援
し
て
い
く
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　県
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
施
策
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
が
周
囲
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激

を
受
け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野

で
思
う
存
分
挑
戦
し
な
が
ら
能
力
を
伸
ば

し
て
、
将
来
、
山
梨
だ
け
で
な
く
世
界
中

の
課
題
解
決
に
活
躍
す
る
、
そ
ん
な
未
来

が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　小
学
1
・
2
年
生
へ
25
人
学
級
を
導
入

し
た
学
校
か
ら
「
一
人
一
人
の
学
習
状
況

が
把
握
で
き
、
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き

た
」「
発
言
の
機
会
や
話
し
合
い
の
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」「
児
童
同
士

で
会
話
す
る
機
会
が
増
え
、
互
い
の
良
さ

を
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
届
き
、
少
人
数
教
育
推
進
検
討
委
員

会
で
は
、
25
人
学
級
導
入
に
よ
る
効
果
は

多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　10
月
に
開
催
さ
れ
た
検
討
委
員
会
で

は
、
小
学
3
年
生
以
降
の
少
人
数
教
育
の

方
向
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

　県
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
向
き
合

い
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
25

人
学
級
を
は
じ
め
と
し
た
少
人
数
教
育
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　少
人
数
教
育
に
は
、
先
生
が
受
け
持
つ

人
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
子
ど
も
に
目

が
行
き
届
き
、
一
人
一
人
の
子
に
対
し
て

手
厚
い
教
育
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
人
数
教
育
を
推
進

子
ど
も
が
挑
戦
で
き
る
環
境
を

「
小
学
3
年
生
も
国
の
基
準
で
あ
る
35
人

学
級
編
制
よ
り
少
な
い
人
数
が
望
ま
し

い
」
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　県
は
、
少
人
数
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
山
梨
の
子
ど
も
の
良
さ
で
あ
る
「
自

己
肯
定
感
の
高
さ
」
や
「
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
気
持
ち
」
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
学
校
を
、
子
ど
も
が
希
望
を
持
ち
夢

の
実
現
に
向
け
て
準
備
す
る
場
所
と
す
る

た
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
の
「
待
機
児
童
数
調
査
」

（
令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
）
に
よ
る
と
、

保
育
所
な
ど
の
定
員
に
空
き
が
な
い
た

め
、
入
所
を
待
っ
て
い
る
児
童
は
県
内
に

は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
親
が
職
場
復
帰

す
る
産
休
育
休
明
け
な
ど
、
年
度
の
途
中

で
入
所
を
希
望
し
て
も
、
保
育
士
の
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
希
望
ど

お
り
に
入
所
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。　こ

の
こ
と
は
、
働
く
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
す
上
で
大
き
な
不
安
や
リ
ス
ク
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
県
は
、
時
期
を
問
わ
ず

希
望
す
る
保
育
所
へ
円
滑
に
入
所
が
で
き

る
環
境
「
新
た
な
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　令
和
4
年
6
月
、
保
育
士
不
足
解
消
を

図
る
た
め
、
保
育
士
と
保
育
所
の
支
援
を

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を

オ
ー
プ
ン

令和4年度学級編制の基準

小1

県 国

25人

35人

35人

40人

小2

小3

小4

小5

小6

10月に開催された検討委員会

新たな姿の待機児童ゼロを目指す
山梨の明るい未来を担う子ども

自由広場に完成した新たな遊具

　山
梨
で
暮
ら
し
て
い
る
全
て
の
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、山
梨
で
育
っ
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、自
分
の
子
も
山
梨
で
育
て
た
い
と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
。子
ど
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
に
す
る
た
め
に
、全
国
に
先
駆
け
た

施
策
に
取
り
組
み
、ま
だ
誰
も
解
決
に
乗
り
出
し
て
い
な
い
問
題
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
を
育
む
県
に

〜
全
て
の
子
ど
も
が
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
〜

基
礎
条
件
の
充
実

　約
半
世
紀
前
、
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
は

次
の
世
代
の
教
育
の
場
と
し
て
自
然
豊
か

な
愛
宕
山
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　幼
児
期
に
自
然
に
触
れ
な
が
ら
育
つ
こ

と
は
、
強
い
身
体
を
育
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
性
な
ど
、
そ
の
後
の
「
成
長
の

土
台
」
を
築
く
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
で
は
子
ど
も
に
豊
か

な
自
然
と
触
れ
合
う
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　県

は
、
開
園
50
周
年
を
機
に
、
子
ど
も
に

親
し
ま
れ
て
き
た
キ
ャ
ン
プ
場
や
自
由
広

場
な
ど
の
再
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
自
由
広
場
の
遊

具
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
傾
斜
を
利
用

し
た
お
よ
そ
1
0
0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

遊
具
は
子
ど
も
が
大
喜
び
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
。
ま
た
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
利
用
で
き
る

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
」
も
新
た
に
設
置

し
ま
す
。

　皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

今
年
春
、愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～
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行
う
「
や
ま
な
し
保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
県
福
祉
プ
ラ
ザ
に
設
置
し

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
の
職
場
で

働
き
た
い
人
と
保
育
士
を
採
用
し
た
い
保

育
所
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
10
月
31
日

ま
で
の
求
職
相
談
件
数
は
1
3
3
件
、
求

人
相
談
件
数
は
1
6
8
件
に
上
っ
て
い
ま

す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
よ
り
、
年
度
途

中
の
保
育
士
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
保
育
士
と
し
て
働
き
た
い
方
や

働
い
て
い
る
方
の
悩
み
相
談
に
応
じ
、
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
離
職
を
防
止
す
る
こ

と
で
、
保
育
士
の
人
材
確
保
や
定
着
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　県
は
、
保
育
士
と
保
育
所
を
支
援
す
る

こ
と
で
「
新
た
な
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

を
実
現
し
、
親
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　山
梨
の
未
来
を
明
る
い
も
の
に
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
が

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
、
全
力
で
応
援
し
て
い
く
こ
と
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　県
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
施
策
を
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
が
周
囲
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激

を
受
け
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野

で
思
う
存
分
挑
戦
し
な
が
ら
能
力
を
伸
ば

し
て
、
将
来
、
山
梨
だ
け
で
な
く
世
界
中

の
課
題
解
決
に
活
躍
す
る
、
そ
ん
な
未
来

が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　小
学
1
・
2
年
生
へ
25
人
学
級
を
導
入

し
た
学
校
か
ら
「
一
人
一
人
の
学
習
状
況

が
把
握
で
き
、
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き

た
」「
発
言
の
機
会
や
話
し
合
い
の
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
」「
児
童
同
士

で
会
話
す
る
機
会
が
増
え
、
互
い
の
良
さ

を
認
め
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の

声
が
届
き
、
少
人
数
教
育
推
進
検
討
委
員

会
で
は
、
25
人
学
級
導
入
に
よ
る
効
果
は

多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　10
月
に
開
催
さ
れ
た
検
討
委
員
会
で

は
、
小
学
3
年
生
以
降
の
少
人
数
教
育
の

方
向
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

　県
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
向
き
合

い
質
の
高
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
25

人
学
級
を
は
じ
め
と
し
た
少
人
数
教
育
の

推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　少
人
数
教
育
に
は
、
先
生
が
受
け
持
つ

人
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
子
ど
も
に
目

が
行
き
届
き
、
一
人
一
人
の
子
に
対
し
て

手
厚
い
教
育
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
人
数
教
育
を
推
進

子
ど
も
が
挑
戦
で
き
る
環
境
を

「
小
学
3
年
生
も
国
の
基
準
で
あ
る
35
人

学
級
編
制
よ
り
少
な
い
人
数
が
望
ま
し

い
」
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　県
は
、
少
人
数
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
山
梨
の
子
ど
も
の
良
さ
で
あ
る
「
自

己
肯
定
感
の
高
さ
」
や
「
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
思
う
気
持
ち
」
を
伸
ば
す
と
と
も

に
、
学
校
を
、
子
ど
も
が
希
望
を
持
ち
夢

の
実
現
に
向
け
て
準
備
す
る
場
所
と
す
る

た
め
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
の
「
待
機
児
童
数
調
査
」

（
令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
）
に
よ
る
と
、

保
育
所
な
ど
の
定
員
に
空
き
が
な
い
た

め
、
入
所
を
待
っ
て
い
る
児
童
は
県
内
に

は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
親
が
職
場
復
帰

す
る
産
休
育
休
明
け
な
ど
、
年
度
の
途
中

で
入
所
を
希
望
し
て
も
、
保
育
士
の
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
希
望
ど

お
り
に
入
所
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。　こ

の
こ
と
は
、
働
く
世
代
が
安
心
し
て

暮
ら
す
上
で
大
き
な
不
安
や
リ
ス
ク
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
県
は
、
時
期
を
問
わ
ず

希
望
す
る
保
育
所
へ
円
滑
に
入
所
が
で
き

る
環
境
「
新
た
な
姿
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
」

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　令
和
4
年
6
月
、
保
育
士
不
足
解
消
を

図
る
た
め
、
保
育
士
と
保
育
所
の
支
援
を

保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を

オ
ー
プ
ン

令和4年度学級編制の基準

小1

県 国

25人

35人

35人

40人

小2

小3

小4

小5

小6

10月に開催された検討委員会

新たな姿の待機児童ゼロを目指す
山梨の明るい未来を担う子ども

自由広場に完成した新たな遊具

　山
梨
で
暮
ら
し
て
い
る
全
て
の
子
ど
も
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、山
梨
で
育
っ
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
。そ
し
て
、自
分
の
子
も
山
梨
で
育
て
た
い
と
思
っ

て
も
ら
い
た
い
。子
ど
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
地
に
す
る
た
め
に
、全
国
に
先
駆
け
た

施
策
に
取
り
組
み
、ま
だ
誰
も
解
決
に
乗
り
出
し
て
い
な
い
問
題
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
を
育
む
県
に

〜
全
て
の
子
ど
も
が
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
〜

基
礎
条
件
の
充
実

　約
半
世
紀
前
、
愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
は

次
の
世
代
の
教
育
の
場
と
し
て
自
然
豊
か

な
愛
宕
山
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　幼
児
期
に
自
然
に
触
れ
な
が
ら
育
つ
こ

と
は
、
強
い
身
体
を
育
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
社
会
性
な
ど
、
そ
の
後
の
「
成
長
の

土
台
」
を
築
く
上
で
非
常
に
重
要
で
す
。

愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
で
は
子
ど
も
に
豊
か

な
自
然
と
触
れ
合
う
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　県

は
、
開
園
50
周
年
を
機
に
、
子
ど
も
に

親
し
ま
れ
て
き
た
キ
ャ
ン
プ
場
や
自
由
広

場
な
ど
の
再
整
備
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が

安
全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
自
由
広
場
の
遊

具
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
傾
斜
を
利
用

し
た
お
よ
そ
1
0
0
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

遊
具
は
子
ど
も
が
大
喜
び
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
。
ま
た
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
誰
で
も
利
用
で
き
る

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
」
も
新
た
に
設
置

し
ま
す
。

　皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

今
年
春
、愛
宕
山
こ
ど
も
の
国
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
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介
護
施
設
に
は
、
特
養
や
短
期
入
所
し

介
護
を
受
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
広
域
型
特
養
に
併
設
さ
れ

た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
中
に
は
利
用
者
が

少
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
ベ
ッ
ド
を
特
養
の
ベ
ッ
ド
に
転
換
す

る
こ
と
で
、
床
数
を
増
や
す
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
新
た

に
施
設
を
建
設
す
る
場
合
と
比
べ
て
工
事

費
な
ど
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

事
業
者
が
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る

提
供
や
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
企
業
訪

問
を
実
施
し
、
男
性
介
護
者
の
孤
立
を
防

い
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
近
年
、
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
に
よ
り
、
男
性
が
介
護
を
担
う
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
男
性
介
護
者
の
増
加
を
受
け
、
そ
の
実

態
や
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
県
は
男
性
介
護
者

の
支
援
に
取
り
組
む
団
体
「
山
梨
や
ろ
う

の
会
」
と
共
に
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は

全
国
初
と
な
る
男
性
介
護
者
を
対
象
と
し

た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
多
く
の
男
性
介
護
者

は
プ
ラ
イ
ド
が
邪
魔
を
し
て
弱
音
を
吐
け

ず
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
孤
立
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
孤
立

状
態
の
解
消
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

負
担
軽
減
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
は
男
性

介
護
者
同
士
が
悩
み
を
共
有
で
き
る
場
の

負
担
も
減
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
地
域
密
着
型
特
養
を
整

備
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
や
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
の
指
定
に
よ
り
、
入
所
で
き
る
人
数
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
の
実
現
に
は

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
定
着
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
県
は
来
年
度
、
介
護
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県
内
の
介
護
事
業
所
や
介
護

福
祉
士
養
成
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
定
着
に
つ
な
が
る
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

　
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
が
実
現
す
れ
ば
、
全

て
の
世
代
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
山
梨
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
県
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
25
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率

は
3
1
・
2
％
で
、
全
国
平
均
の
2
9
・

0
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
国

平
均
以
上
の
ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
む
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
準
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
夫
婦
、
あ
る
い
は
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
に
つ
れ
、
在
宅

介
護
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
き
ま
す
。

　
在
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
方

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
な

ど
へ
入
所
し
、
生
活
全
般
に
わ
た
り
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が

県
内
に
は
、
ベ
ッ
ド
に
空
き
が
な
い
た
め

入
所
の
必
要
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
在
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
「
介
護
待

機
者
」
が
約
1
8
0
0
人
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
待
機
者
が
増
え
る
と
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
者
だ
け
で
な
く
働

き
盛
り
世
代
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
共
働
き
で
家
計
が
成
り
立
っ
て
い
る
夫

婦
で
い
ず
れ
か
の
親
の
在
宅
介
護
が
必
要

に
な
り
、
介
護
の
負
担
が
大
き
く
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
が
介
護
離
職
を
し
た
場
合
、
家

計
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
貧
困

化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
に

助
け
て
も
ら
う
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま

す
が
、
勉
強
し
た
り
友
達
と
遊
ん
だ
り
す

る
時
間
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

ら
し
い
生
活
が
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
夢
を
諦
め
て
し
ま
う
な
ど
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
避
け
る
た
め
、
県

は
介
護
を
必
要
と
す
る
全
て
の
人
が
施
設

に
入
れ
る
環
境
「
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
」
を

令
和
8
年
度
ま
で
に
実
現
し
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
り
、
働
き

盛
り
世
代
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
き
、

ま
た
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
県
は
、急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、入
所
で
き
る
施
設
の
床
数
を
増
や

し
、介
護
待
機
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
山
梨
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
し
、働
き
盛

り
世
代
の
方
々
も
親
の
介
護
の
不
安
を
抱
え
ず
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
で

老
後
の
暮
ら
し
に
安
心
を

全
国
平
均
よ
り
早
く
進
む
高
齢
化

既
存
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

特
養
に
転
換

約
1
8
0
0
人
に
上
る

介
護
待
機
者
を
ゼ
ロ
へ

基
礎
条
件
の
充
実

高齢者数の推移（山梨県）

高齢化率の推移

介護待機者ゼロに向けた施設整備の取り組み

60床
R4年度予定

有料老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅の
特定施設入所者生活介護の指定

70床
R3年度実績

34床
R4年度予定

ショートステイの
特別養護老人ホーム転換

3施設
R4年度予定

地域密着型
特別養護老人ホームの整備

全ての世代が安心して暮らせる社会を目指す

意見交換会で男性介護者の体験談を聞く参加者

山梨県：山梨県「高齢者福祉基礎調査」各年4月1日現在
全国平均：令和3年まで…総務省「国勢調査」「人口推計」（確定値）各年10月1日現在
　　 　　令和4年…総務省「人口推計」（概算値）4月1日現在

男
性
介
護
者
を
応
援
し
て
い
ま
す

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

221,823

227,911

233,649

238,459

242,065

245,093

247,645

249,709

252,067

R4

252,067

25.7

25.1

26.6

26.0

27.4

28.2

27.3

28.8

27.7

29.4

28.1

29.9

28.4

30.4
30.8

R4

31.2

28.6
28.9 29.0

全国平均

山梨県

200,000

210,000

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

（人）

（%）

24.0

26.0

28.0

30.0

32.0

26.6
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介
護
施
設
に
は
、
特
養
や
短
期
入
所
し

介
護
を
受
け
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
広
域
型
特
養
に
併
設
さ
れ

た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
中
に
は
利
用
者
が

少
な
い
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
ベ
ッ
ド
を
特
養
の
ベ
ッ
ド
に
転
換
す

る
こ
と
で
、
床
数
を
増
や
す
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
新
た

に
施
設
を
建
設
す
る
場
合
と
比
べ
て
工
事

費
な
ど
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

事
業
者
が
新
た
に
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
す
る

提
供
や
介
護
支
援
専
門
員
に
よ
る
企
業
訪

問
を
実
施
し
、
男
性
介
護
者
の
孤
立
を
防

い
で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
近
年
、
核
家
族
化
や
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
に
よ
り
、
男
性
が
介
護
を
担
う
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
男
性
介
護
者
の
増
加
を
受
け
、
そ
の
実

態
や
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
県
は
男
性
介
護
者

の
支
援
に
取
り
組
む
団
体
「
山
梨
や
ろ
う

の
会
」
と
共
に
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は

全
国
初
と
な
る
男
性
介
護
者
を
対
象
と
し

た
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
か
ら
、
多
く
の
男
性
介
護
者

は
プ
ラ
イ
ド
が
邪
魔
を
し
て
弱
音
を
吐
け

ず
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
孤
立
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
孤
立

状
態
の
解
消
に
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

負
担
軽
減
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
は
男
性

介
護
者
同
士
が
悩
み
を
共
有
で
き
る
場
の

負
担
も
減
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
地
域
密
着
型
特
養
を
整

備
す
る
市
町
村
へ
の
支
援
や
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
の
指
定
に
よ
り
、
入
所
で
き
る
人
数
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
の
実
現
に
は

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
定
着
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
県
は
来
年
度
、
介
護
福
祉
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県
内
の
介
護
事
業
所
や
介
護

福
祉
士
養
成
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
介
護

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
定
着
に
つ
な
が
る
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

　
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
が
実
現
す
れ
ば
、
全

て
の
世
代
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
山
梨
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
県
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
25
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率

は
3
1
・
2
％
で
、
全
国
平
均
の
2
9
・

0
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
国

平
均
以
上
の
ペ
ー
ス
で
高
齢
化
が
進
む
と

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
準
備
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
夫
婦
、
あ
る
い
は
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
に
つ
れ
、
在
宅

介
護
だ
け
で
は
支
え
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
き
ま
す
。

　
在
宅
で
の
生
活
が
難
し
く
な
っ
た
方

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
）
な

ど
へ
入
所
し
、
生
活
全
般
に
わ
た
り
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が

県
内
に
は
、
ベ
ッ
ド
に
空
き
が
な
い
た
め

入
所
の
必
要
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
在
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
「
介
護
待

機
者
」
が
約
1
8
0
0
人
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
待
機
者
が
増
え
る
と
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
者
だ
け
で
な
く
働

き
盛
り
世
代
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
共
働
き
で
家
計
が
成
り
立
っ
て
い
る
夫

婦
で
い
ず
れ
か
の
親
の
在
宅
介
護
が
必
要

に
な
り
、
介
護
の
負
担
が
大
き
く
夫
婦
の

ど
ち
ら
か
が
介
護
離
職
を
し
た
場
合
、
家

計
が
維
持
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
貧
困

化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
に

助
け
て
も
ら
う
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま

す
が
、
勉
強
し
た
り
友
達
と
遊
ん
だ
り
す

る
時
間
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

ら
し
い
生
活
が
で
き
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
夢
を
諦
め
て
し
ま
う
な
ど
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
避
け
る
た
め
、
県

は
介
護
を
必
要
と
す
る
全
て
の
人
が
施
設

に
入
れ
る
環
境
「
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
」
を

令
和
8
年
度
ま
で
に
実
現
し
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
り
、
働
き

盛
り
世
代
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
き
、

ま
た
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
育
つ
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
県
は
、急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、入
所
で
き
る
施
設
の
床
数
を
増
や

し
、介
護
待
機
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
べ
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
山
梨
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
し
、働
き
盛

り
世
代
の
方
々
も
親
の
介
護
の
不
安
を
抱
え
ず
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
待
機
者
ゼ
ロ
で

老
後
の
暮
ら
し
に
安
心
を

全
国
平
均
よ
り
早
く
進
む
高
齢
化

既
存
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

特
養
に
転
換

約
1
8
0
0
人
に
上
る

介
護
待
機
者
を
ゼ
ロ
へ

基
礎
条
件
の
充
実

高齢者数の推移（山梨県）

高齢化率の推移

介護待機者ゼロに向けた施設整備の取り組み

60床
R4年度予定

有料老人ホーム
サービス付き高齢者向け住宅の
特定施設入所者生活介護の指定

70床
R3年度実績

34床
R4年度予定

ショートステイの
特別養護老人ホーム転換

3施設
R4年度予定

地域密着型
特別養護老人ホームの整備

全ての世代が安心して暮らせる社会を目指す

意見交換会で男性介護者の体験談を聞く参加者

山梨県：山梨県「高齢者福祉基礎調査」各年4月1日現在
全国平均：令和3年まで…総務省「国勢調査」「人口推計」（確定値）各年10月1日現在
　　 　　令和4年…総務省「人口推計」（概算値）4月1日現在

男
性
介
護
者
を
応
援
し
て
い
ま
す

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

221,823

227,911

233,649

238,459

242,065

245,093

247,645

249,709

252,067

R4

252,067

25.7

25.1

26.6

26.0

27.4

28.2

27.3

28.8

27.7

29.4

28.1

29.9

28.4

30.4
30.8

R4

31.2

28.6
28.9 29.0

全国平均

山梨県

200,000
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220,000

230,000

240,000
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（人）

（%）
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26.6

やまなし未来予想図～豊かさ実感プロジェクト～

1617

F U T U R E  F O R E C A S T  O F  Y A M A N A S H I



や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

09

県
有
地
の
貸
し
付
け
が

教
育
・
介
護
の
充
実
や

山
梨
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
、

大
学
で
県
外
に
出
た
人
の

U
タ
ー
ン
や
移
住
者
も
増
え
そ
う
で
す
ね
。

今
後
も
県
有
地
の
適
正
な

貸
し
付
け
を
進
め
、

「
県
民
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」の

実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

わたしたちが
レポートを
作成しました ！　山

梨
県
内
の
県
有
地
の
面
積
は
県
土
の
約
3
分
の
1
を

占
め
て
い
て
、
割
合
で
い
う
と
全
国
1
位
な
ん
で
す
。
県

有
地
の
ほ
と
ん
ど
は
県
有
林
で
、
こ
れ
は
明
治
時
代
の
大

水
害
に
対
し
、
県
土
保
全
と
県
民
生
活
の
安
定
の
た
め
に

明
治
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な

県
民
全
体
の
財
産
で
あ
る
県
有
地
に
関
す
る
話
題
を
最
近

よ
く
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？
そ
こ
で
、
何
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
、
県
有
地
の
貸
し
付
け
は
、
ル
ー
ル
が
明
確

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
県
有
林
の
貸
付
料
は
貸
し
始

め
た
時
点
の
土
地
の
状
況
を
基
に
算
定
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
山
林
に
事
業
地
が
造
ら
れ
る
な
ど
し
て

土
地
の
資
産
価
値
が
向
上
し
て
も
、
貸
付
料
に
は
価
値
の

上
昇
分
が
適
切
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ

で
県
で
は
検
討
を
重
ね
て
、
県
有
林
以
外
の
県
有
地
の
貸

付
料
は
不
動
産
鑑
定
評
価
額
を
基
に
算
定
す
る
こ
と
な
ど

を
明
文
化
し
た
ほ
か
、
県
有
林
の
貸
付
料
は
現
時
点
の
土

地
の
状
況
を
基
に
評
価
し
た
額
で
算
定
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
主
の
県
も
借
主
の
事
業
者
も
、

安
心
し
て
土
地
に
投
資
し
、
県
有
地
の
価
値
が
上
昇
す
れ

ば
事
業
者
の
収
益
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
県
民
に
対
し

て
も
最
大
限
の
還
元
が
で
き
る
、
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係

が
整
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　で
は
、
県
民
へ
の
還
元
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　山
梨
県
で
は
少
人
数
教
育
の
推
進
や
介
護
待
機
者
ゼ
ロ

と
い
っ
た
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
全
国
水
準
を
上
回
る
独
自
施
策
を
実
現

す
る
に
は
、
県
独
自
で
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
全
国
一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
は
国
か
ら
地
方
交
付
税
な
ど
が
手
当
て
さ
れ
ま

す
が
、
全
国
水
準
以
上
の
独
自
施
策
に
は
そ
れ
が
な
い
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
面
積
を
誇
る

県
有
地
を
適
正
な
賃
料
で
貸
し
付
け
、
利
益
を
最
大
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
進
的
な
施
策
を
推
進
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
将
来
的
に
は
U
タ
ー
ン

や
移
住
を
希
望
す
る
方
向
け
の
就
職
先
の
確
保
な
ど
、
私

た
ち
若
い
世
代
向
け
の
施
策
に
も
生
か
さ
れ
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」
が
実
現
し
て
い
き
そ
う
で

す
。
私
た
ち
の
身
近
に
広
が
る
県
有
地
が
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
、
注
目
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

3年 杉原  栞さん3年 永田 有沙さん

山梨県立大学 国際政策学部 総合政策学科

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】 資産活用課  TEL 055-223-1342  FAX 055-223-1379

県有地の管理について見直していると
よく聞きます。

なぜそのようなことをするのですか?

私たちにはどのように還元されますか？

全国水準を上回る教育や介護サービス
などを提供していきます。

はい。県民の皆さんの財産である県有地
を適正に管理するためのベースをつくっ
ています。

適正な賃料を算定することで県と借主双
方が収益を高め、県民の皆さんにも還元
できる仕組みを整えるためです。

豊かな県民生活を実現するため県有地を適正に管理

増加する収入は教育や介護などに使い
県民に還元するらしい？

資産活用課

課長 鈴木  孝二さん

　少人数学級の導入など、全国水準を上回る
先進的な施策の実現には、県独自の財源が
必要となります。そこで県では、県民の財産で
ある県有地を地方自治法に基づき適正に管
理し、最大限活用して安定的に財源を確保で
きるようにしていきます。

CHECK !

県や知事の役割などを定めた地方自治法は、知事の
役割の一つに「財産の管理」を挙げています。また、
管理の一環として財産を貸す場合は、原則として「適
正な対価」で行うよう定めています。この「適正な対
価」は「市場価値（時価）」と解釈されています。このこ
とから、知事には、県の財産を原則として時価で貸す
など適正な管理を行っていく責務があると言えます。

適正な管理とは?

県有地の価値上昇
▼

県の収入が増加

県有地を開発
▼

土地の収益性が向上

還元

事業者の収益増加地域開発など
への取り組み

投資

県 事業者

介護 教育

適正な対価で
県有地を貸し付け

若者世代の政策にも
生かされることを期待しています。
若者が豊かさを実感できれば
山梨にもっと活気が出ると思います。

か    

し
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【問い合わせ先】 資産活用課  TEL 055-223-1342  FAX 055-223-1379

県有地の管理について見直していると
よく聞きます。

なぜそのようなことをするのですか?

私たちにはどのように還元されますか？

全国水準を上回る教育や介護サービス
などを提供していきます。

はい。県民の皆さんの財産である県有地
を適正に管理するためのベースをつくっ
ています。

適正な賃料を算定することで県と借主双
方が収益を高め、県民の皆さんにも還元
できる仕組みを整えるためです。

豊かな県民生活を実現するため県有地を適正に管理

増加する収入は教育や介護などに使い
県民に還元するらしい？

資産活用課
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県 事業者
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若者世代の政策にも
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　県と史上最大級のファッションフェスタ「東京ガールズコレクション
（TGC）」が地方創生プロジェクトとして共催した「TGC FES YAMANASHI 
2022」が昨年10月に開かれました。会場となった河口湖ステラシアター
（富士河口湖町）などには県内外から延べ5750人ほどが詰めかけ、オン
ラインでは延べ約54万5000人が視聴。ショーには県内出身のモデル高
瀬真奈さんや県内在住のYouTuber MINAMIさんなどが登場し、県産
ジュエリーや郡内織物の魅力を発信しました。屋外エリアには、県内の地
場産品を使用したフードブースや、アウトドアグッズのショップが並びまし
た。料理を味わったり、家族で芝生に座り屋外スクリーンでショーの様子
を楽しんだりする様子も見られました。
　来場者からは「TGCが山梨に来ると聞いた時から絶対行こうと思って
いた」「ジュエリーや織物のショーなどがあり、山梨らしいイベントになって
いて良かった」「京都から来た。好きなモデルさんに会えて感激している。
富士山もきれいで良かった。また来たい」などの声が聞かれました。
　県は、国内外の幅広い世代に山梨のジュエリーや織物、食などの魅
力を発信し、また若い世代に本県を訪れてもらうため、次回以降の開催
を検討していくこととしています。

　県では、県内に暮らす約1万8000人の外国人の皆さんを地域社
会の一員として包み込めるような「温かい社会づくり」に取り組んでい
ます。　
　そのような中、外国人住民の皆さんと祭りを通じて交流しようと「多
文化交流イベント in えびす講まつり」を昨年11月に開催しました。
　イベント当日、参加者の皆さんは楽しそうにみこしを担ぎ県庁構内や
平和通りを練り歩きました。また、会場にはキッチンカーが並び、来場
者はタイやベトナム、台湾など7カ国の料理を味わっていました。
　県は、今後もこのようなイベントなどを通じて、国籍や文化的背景を
超えた多文化共生をさらに進めていくこととしています。

NEWS 多文化交流イベントを開催  祭りで世界とつながる

“今”をお届けする情報ページ

やまなし県政ニュース

　新型コロナウイルスの感染拡大を受け、平成31年4月の開催以来、
延期を余儀なくされてきた信玄公祭り。昨年10月、約3年半ぶり、史上
初めて秋に開催し、観客動員数は過去最高の17万8000人を記録しま
した。コロナ禍であっても、参加者や観客の皆さんに安心して祭りを楽し
んでもらうため、祭りの関係者は事前に抗原検査を行い、武者たちもオリ
ジナルデザインのマスクを着用するなど、感染対策を徹底した上での開
催となりました。
　信玄公役はお笑いコンビ「ジャルジャル」の後藤淳平さん。舞鶴城公
園では後藤さんの号令で、武者たちが一斉に気勢を上げ出陣。平和通
りで約1200人の武者行列を披露し、県内外から集まった大勢の観客を
魅了しました。
　また、今回は新たな取り組みとして、甲府市中心街のハロウィーンイベントとコラボレーションした仮装パレードを開催。多様性
をテーマに、女装パフォーマーでライターのブルボンヌさんや段ボールで手作りした甲冑姿の園児たち、県内在住の外国人など
が平和通りを行進し、祭りを盛り上げました。
　さらに、サッカーの天皇杯全日本選手権でJ1クラブを破り優勝の快挙を成し遂げたヴァンフォーレ甲府のパレードも行われ、
優勝報告会で県は、同チームに県民栄誉賞を贈呈しました。
　信玄公祭り実行委員会では、祭りを観客や参加者がより楽しめるよう、参加団体などの意見を聞いた上で次回の開催時期
や内容を検討していきます。

NEWS 第49回信玄公祭り  3年半ぶり盛大に開催

信玄公役の後藤淳平さん

外国人住民がみこし担ぎを体験

平和通りを勇壮に練り歩く武者たち 色とりどりの衣装で行進する仮装パレード 天皇杯優勝を果たしたヴァンフォーレ甲府のメンバー

　県と地域スポーツコミッション「やまなしスポーツエンジン」は昨年
10月、南アルプス市で「サイクルアドベンチャー・フェス in 南アルプ
ス」を開催しました。
　これは、年間を通じて一般車両が通行できない県営南アルプス林
道（夜叉神―広河原）をイベント当日のみ限定的に開放し、自転車で
走行したりアウトドア・アクティビティを楽しんだりする新たな複合型イ
ベントです。
　今回は実証実験として開催され、自転車やアウトドアの専門家、イ
ンフルエンサーなど総勢100人が参加。参加者はマウンテンバイクや
Eバイク（スポーツタイプの電動アシスト自転車）に乗り「やまなしサイ
クルツアーガイド」の先導で、南アルプス市営芦安第2駐車場から広河原までの往復約40キロメートルを走行しました。
　広河原では、甲州ワインビーフなど地元食材を使った料理が振る舞われ、また参加者はテントサウナやヒーリングヨガ、トレッキ
ングなどを体験。静岡県から参加した女性は「Eバイクが使えるので、女性でも気軽に参加できるイベント。自然や食など、山梨の
魅力を堪能できました」と話しました。
　今後、参加者から意見を聞き課題を整理した上で、イベントの本格実施に向け検討していきます。やまなしスポーツエンジンで
は、豊かな自然や観光資源を活用したスポーツツーリズムの推進により、地域の魅力創出と活性化を図っていきます。

NEWS 南アルプス林道を限定開放  自転車&アウトドアフェス開催

芦安第2駐車場で行われた開会式

イベント当日のみ開放された林道を走行する参加者 ヒーリングヨガで癒しを感じる

み な みユ ーチュー バ ー

大自然の中でアウトドアサウナを体験

NEWS 総体感人数延べ約55万人以上！
「TGC FES YAMANASHI 2022」 県内初開催

多くの観客がショーを見つめた ©TGC FES YAMANASHI 2022

屋外エリアでショーや食などを楽しむ人たち

かっちゅう
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

歳出総額
5,719億円

　昨年11月、訪日外国人の来県を促進するため、中東4カ国の駐日大使を本県に招待
しました。
　バーレーンやオマーン、カタール、クウェートの駐日大使が来県し、米倉山（甲府市）に
ある水素エネルギーの研究開発拠点や富士河口湖町の「紅葉まつり」など、本県の最
先端技術や魅力的な地域資源を視察しました。
　また、古代から良質な天然真珠の産地として世界的に有名なバーレーンと日本との
外交関係樹立50周年を記念して、山梨ジュエリーミュージアムで開催した企画展「バー
レーン王国の天然真珠と宝石」も訪れました。
　県ではこうした事業を通じて中東諸国との交流を深め、日本と各国の架け橋になれるよう取り組んでいきます。

NEWS 中東諸国と観光や産業で交流を促進

来県した中東諸国の大使たち

　ひとたび大規模な噴火が起こると、溶岩流や降灰などにより、県境を越えた広い範囲
で生活や経済活動に大きな支障が出る恐れがあります。そこで県では、令和元年に、活
火山を有する23都道県全てが参加する「火山防災強化推進都道県連盟」を設立し、火
山防災対策の強化に向けて取り組んできました。
　都道県連盟は、防災対策を進めるための施策や予算などに関する要望を取りまとめ、
昨年10月、首相官邸を訪れて要望書を提出しました。今回の要望書には、防災対策をさ
らに強化するため、観測や調査研究の司令塔となる政府機関の設置や、国主導の広
域避難計画の作成、火山防災の日の制定などを盛り込んでいます。
　今後も関係都道県と連携し、国と一体となって火山防災対策に取り組み、噴火によ
る被害の軽減を図っていきます。

NEWS 火山防災対策の強化を岸田首相に要望

岸田首相に要望書を手渡す

　県立美術館は令和10年度に開館50周年を迎えます。この節目に向けて県では、同
館に「新たな価値を創造する場」としての機能を加え、文化芸術の創造拠点とすることを
目指し、新たなビジョンの策定を進めています。
　新たな価値創造の一環として、昨年11月、同館では仮想空間（メタバース）上のギャ
ラリーで展覧会をオープンしました。この展覧会では、本県出身現代美術作家の作品を
オンラインで鑑賞することができます。遠隔からの展示鑑賞のほか、複数人で仮想空間
を楽しむなど、メタバースならではの美術体験やコミュニケーションを体感できます。2月末
には新たな展覧会を開催するほか、館内にVR機器を設置するなど、現実の美術館と連
携した取り組みも進めます。
　県では、文化芸術の振興を通じて地域ににぎわいと心の豊かさをもたらす文化立県を目指し、今後もさまざまな取り組みを進め
ていきます。

NEWS メタバースギャラリー  県立美術館にオープン

VR機器で作品を鑑賞する様子
パソコンやスマートフォンなどでも体験できる

●歳出に占める人件費の状況
　（令和3年度普通会計決算）
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行
っ
て
い
き
ま
す
。

　職
員
の
給
与
は
、
県
内
の
民
間
企
業
に
お

け
る
従
業
員
の
給
与
、
生
計
費
、
国
や
他
の

都
道
府
県
に
お
け
る
職
員
の
給
与
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
た
、
人
事
委
員
会
か
ら
の
報

告
と
勧
告
を
踏
ま
え
、
県
議
会
の
審
議
を
経

て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
の
一
般
行
政

職
の
給
料
は
、
国
家
公
務
員
の
水
準
を

1
0
0
と
し
た
場
合
1
0
0.
4
と
な
っ
て

い
て
47
都
道
府
県
中
12
位
で
す
。

　令
和
3
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る

人
件
費
の
歳
出
額
は
1
1
3
3
億
円
で
、
歳

出
全
体
の
1
9.
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●年度別部門別職員数 （各年4月1日現在）

一般行政職

小・中学校教育職

高等学校教育職

警察職

●平均給料月額および平均年齢の状況
　（令和4年4月1日現在）

329,918円

357,901円

394,754円

319,995円

42.5歳

42.5歳

47.0歳

37.2歳

山
梨
県
の
職
員
数
・
給
与
の
あ
ら
ま
し

給料・報酬区　分区　分 平均給料月額 平均年齢

●特別職の給料月額などの状況
　（令和4年4月1日現在）

知　事

副知事

議　長

副議長

議　員

1,250,000円

960,000円

910,000円

820,000円

770,000円

一般行政職

    小・中学校教育職

     高等学校教育職

   警察職

給　料区　　分

●初任給の状況
　（令和4年4月1日現在）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

190,115円

156,061円

212,381円

212,381円

217,418円

185,077円

　令
和
4
年
4
月
1
日
現
在
、お
よ
そ
1
万
3
0
0
0
人
の
職
員
が
県
民
生
活
と
密
接
に

関
わ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。福
祉
・
保
健
、環
境
、産
業
振
興
、基
盤
整
備
な
ど
の
一

般
行
政
部
門
を
は
じ
め
、県
立
高
校
や
市
町
村
立
小
・
中
学
校
、警
察
な
ど
、県
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
働
く
職
員
の
数
や
給
与
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
与
な
ど
の
状
況

職
員
数
の
状
況

【問い合わせ先】 人事課  職員数については TEL 055-223-1372  FAX 055-223-1379
　　　　　　　　　　　給与については    TEL 055-223-1373

総職員数

一般行政

教　　育

警　　察

公営企業等

15,366

3,544

8,945

1,856

1,021

H16
（ピーク時）区分

年度

山梨県　給与の状況

投資的経費
1,056億円
（18.5%）

扶助･補助費
1,385億円
（24.2%）

公債費
724億円
（12.7%）

貸付金
774億円
（13.5％）

人件費
1,133億円
（19.8%）

その他
647億円
（11.3％）

12,863

3,020

7,759

1,969

115

12,432

3,000

7,321

1,973

138

12,792

3,018

7,675

1,963

136

12,813

3,013

7,699

1,963

138

H31 R2 R3 R4

（単位：人）

※R2年度は臨時的任用職員を含まない
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

歳出総額
5,719億円

　昨年11月、訪日外国人の来県を促進するため、中東4カ国の駐日大使を本県に招待
しました。
　バーレーンやオマーン、カタール、クウェートの駐日大使が来県し、米倉山（甲府市）に
ある水素エネルギーの研究開発拠点や富士河口湖町の「紅葉まつり」など、本県の最
先端技術や魅力的な地域資源を視察しました。
　また、古代から良質な天然真珠の産地として世界的に有名なバーレーンと日本との
外交関係樹立50周年を記念して、山梨ジュエリーミュージアムで開催した企画展「バー
レーン王国の天然真珠と宝石」も訪れました。
　県ではこうした事業を通じて中東諸国との交流を深め、日本と各国の架け橋になれるよう取り組んでいきます。

NEWS 中東諸国と観光や産業で交流を促進

来県した中東諸国の大使たち

　ひとたび大規模な噴火が起こると、溶岩流や降灰などにより、県境を越えた広い範囲
で生活や経済活動に大きな支障が出る恐れがあります。そこで県では、令和元年に、活
火山を有する23都道県全てが参加する「火山防災強化推進都道県連盟」を設立し、火
山防災対策の強化に向けて取り組んできました。
　都道県連盟は、防災対策を進めるための施策や予算などに関する要望を取りまとめ、
昨年10月、首相官邸を訪れて要望書を提出しました。今回の要望書には、防災対策をさ
らに強化するため、観測や調査研究の司令塔となる政府機関の設置や、国主導の広
域避難計画の作成、火山防災の日の制定などを盛り込んでいます。
　今後も関係都道県と連携し、国と一体となって火山防災対策に取り組み、噴火によ
る被害の軽減を図っていきます。

NEWS 火山防災対策の強化を岸田首相に要望

岸田首相に要望書を手渡す

　県立美術館は令和10年度に開館50周年を迎えます。この節目に向けて県では、同
館に「新たな価値を創造する場」としての機能を加え、文化芸術の創造拠点とすることを
目指し、新たなビジョンの策定を進めています。
　新たな価値創造の一環として、昨年11月、同館では仮想空間（メタバース）上のギャ
ラリーで展覧会をオープンしました。この展覧会では、本県出身現代美術作家の作品を
オンラインで鑑賞することができます。遠隔からの展示鑑賞のほか、複数人で仮想空間
を楽しむなど、メタバースならではの美術体験やコミュニケーションを体感できます。2月末
には新たな展覧会を開催するほか、館内にVR機器を設置するなど、現実の美術館と連
携した取り組みも進めます。
　県では、文化芸術の振興を通じて地域ににぎわいと心の豊かさをもたらす文化立県を目指し、今後もさまざまな取り組みを進め
ていきます。

NEWS メタバースギャラリー  県立美術館にオープン

VR機器で作品を鑑賞する様子
パソコンやスマートフォンなどでも体験できる

●歳出に占める人件費の状況
　（令和3年度普通会計決算）
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の
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は
、
県
内
の
民
間
企
業
に
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け
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他
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を
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え
、
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の
審
議
を
経

て
、
条
例
で
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　令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
の
一
般
行
政

職
の
給
料
は
、
国
家
公
務
員
の
水
準
を

1
0
0
と
し
た
場
合
1
0
0.
4
と
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て
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て
47
都
道
府
県
中
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位
で
す
。

　令
和
3
年
度
普
通
会
計
決
算
に
お
け
る

人
件
費
の
歳
出
額
は
1
1
3
3
億
円
で
、
歳

出
全
体
の
1
9.
8
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●年度別部門別職員数 （各年4月1日現在）

一般行政職

小・中学校教育職

高等学校教育職

警察職

●平均給料月額および平均年齢の状況
　（令和4年4月1日現在）

329,918円

357,901円

394,754円

319,995円

42.5歳

42.5歳

47.0歳

37.2歳

山
梨
県
の
職
員
数
・
給
与
の
あ
ら
ま
し

給料・報酬区　分区　分 平均給料月額 平均年齢

●特別職の給料月額などの状況
　（令和4年4月1日現在）

知　事

副知事

議　長

副議長

議　員

1,250,000円

960,000円

910,000円

820,000円

770,000円

一般行政職

    小・中学校教育職

     高等学校教育職

   警察職

給　料区　　分

●初任給の状況
　（令和4年4月1日現在）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

190,115円

156,061円

212,381円

212,381円

217,418円

185,077円
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年
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1
日
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そ
1
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3
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活
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携
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す
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。

給
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ど
の
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況

職
員
数
の
状
況

【問い合わせ先】 人事課  職員数については TEL 055-223-1372  FAX 055-223-1379
　　　　　　　　　　　給与については    TEL 055-223-1373

総職員数

一般行政

教　　育

警　　察

公営企業等

15,366

3,544

8,945

1,856

1,021

H16
（ピーク時）区分

年度

山梨県　給与の状況

投資的経費
1,056億円
（18.5%）

扶助･補助費
1,385億円
（24.2%）

公債費
724億円
（12.7%）

貸付金
774億円
（13.5％）

人件費
1,133億円
（19.8%）

その他
647億円
（11.3％）

12,863

3,020

7,759

1,969

115

12,432

3,000

7,321

1,973

138

12,792

3,018

7,675

1,963

136

12,813

3,013

7,699

1,963

138

H31 R2 R3 R4

（単位：人）

※R2年度は臨時的任用職員を含まない
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1 ： 今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：未来の山梨で実現したらいいなと思うことは何ですか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。
●応募先
山梨県広聴広報グループ「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
（件名に「ふれあい読者プレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525
●締め切り
1月31日（火）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は賞品の
発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただくことがあります。

次の①～⑥と【アンケートの回答】をご記入いただき、はがき、
電子メール、ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥メール
アドレス（ある方）

アンケートに答えて応募しよう!

「美味しい甲斐開発プロジェクト」については、
県ホームページをご覧ください。

「フルーツハーブティー3個セット」抽選で10名の方に！
美味しい甲斐

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

Facebook 広報番組県ホームページ 広報誌Twitter

県政情報発信中！

YouTube

商品提供：アミナチュール
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FUJIYAMAツインテラス（笛吹市）から
自分たちの住む町を見つめる富士河口
湖町立大石小学校の児童。その目には
輝かしい山梨の未来の姿が映っている。

【巻頭】豊かさ実感プロジェクト
さまざまな人々が集い、豊かさを実感できる「やまなし未来予想図」
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